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Ⅰ．業務概要 

 

 1.1 業務名 

平成21年度 雷別地区自然再生事業モニタリング調査業務（地表性甲虫調査） 

 

 1.2 業務箇所 

 川上郡標茶町 根釧西部森林管理署管内293林班、290林班及び301林班 

     

 1.3 履行期間 

平成21年7月15日～平成21年10月20日 

 

 1.4 業務目的 

雷別地区自然再生事業の実施に伴うモニタリングは、森林再生の主目的である森林の

再生状況と、森林再生に伴う自然環境及び水土保全機能の変化について行うこととして

いる。このうち、後者の森林再生に伴う自然環境の変化については、その指標種として

「地表性甲虫」を選定している。地表性甲虫については、事業着手前の種組成を明らか

にするため、本年度はモニタリングの基礎デ－タとして整理することを目的とする。  

 

 1.5 調査項目 

地表性甲虫 

 

 1.6 工程   

   

契約締結日 7月15日 

打合せ   7月16日 

現地調査  7月16日～8月28日 

取りまとめ 7月16日～10月19日 

報告書提出 10月20日 

 

 1.7 発注者 

林野庁 北海道森林管理局 釧路湿原森林環境保全ふれあいセンター 

  

 1.8 受注者 

エヌエス環境株式会社 札幌支社 

〒060-0001 札幌市中央区北1条西16丁目1-12 

Tel 011-643-1981   Fax 011-643-1976 
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Ⅱ．地表性甲虫調査 

 2.1 調査方法 

 2.1.1 調査日 

雷別地区自然再生事業予定地（以下、事業予定地）周辺の自然環境を明らかにする

ため、森林再生に伴う基礎的な生態系調査の一環として、指標種とする地表性甲虫の調

査を実施した。調査地は事業予定地内に 4 調査地、近隣の天然林に 4 調査地を設定し

た。 

各調査時期の調査日程等は表 2-1-1 に示すとおりである。 

 

表 2-1-1 調査日 

調査時期 事業区域 調査地名 
調査日 

設置日 回収日 

【調査 1 回目】 

平成 21 年 7 月 16 日～24 日 

293 林班 
（ろ小班） 

［事業予定地］

⑩ 7/17 7/24 

⑪ 7/17 7/24 

⑫ 7/16 7/23 

⑬ 7/16 7/23 

290 林班 
（す 1 小班） 

天然林 1 7/16 7/23 

天然林 2 7/16 7/23 

301 林班 
（い小班） 

天然林 3 7/17 7/24 

天然林 4 7/17 7/24 

【調査 2 回目】 

平成 21 年 8 月 20 日～28 日 

293 林班 
（ろ小班） 

［事業予定地］

⑩ 8/21 8/28 

⑪ 8/21 8/28 

⑫ 8/20 8/27 

⑬ 8/20 8/27 

290 林班 
（す 1 小班） 

天然林 1 8/20 8/27 

天然林 2 8/20 8/27 

301 林班 
（い小班） 

天然林 3 8/21 8/28 

天然林 4 8/21 8/28 
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 2.1.2 調査方法 

調査方法はピットフォールトラップ法とした。また、各調査地において立地環境、

植生、落葉層の厚さ、地温等の概況を記録した。本調査のトラップ設置期間は、過年

度調査の調査実施方法に従って 7 日間とした。 

調査方法の概要は表 2-1-2 に示すとおりである。 

 

表 2-1-2 調査方法の概要 

調査項目 調査項目 調査方法 

地表性甲虫 ピットフォー

ルトラップ法 

 1 調査地にプラスチック製コップ（容量約 200cc）10 個を

約 2ｍ間隔に埋設し、7 日後に落下した昆虫類を回収した。ト

ラップには防腐剤として氷酢酸を 30％に希釈した水溶液を使

用した。回収後は 70％エタノール溶液で保管した。回収時に

は 1 カップ毎にサンプリングし、各カップ毎に目レベルまで

の同定を行い個体数も計測した。なお、地表性甲虫の代表的

なグループであるオサムシ科（オサムシ類・ゴミムシ類）に

ついては種レベルの同定を行いとりまとめた。 

立地環境等 林況、地形、傾斜等を記録した。 

植生 トラップ設置箇所の植生を記録した。 

落葉層の厚さ トラップ設置箇所の落葉層の厚さを記録した。 

地温 温度計を用いて地温を観測した。 

 

 

   

 

 

 

  

トラップ設置 落下した昆虫類 トラップ回収 

 

 

 

 

  

地温計測 落葉層の計測 植生調査 
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 2.1.3 調査地 

調査地は、事業予定地内に 4 調査地、近隣の天然林に 4 調査地の計 8 調査地を設定

した。各調査地の環境概要は表 2-1-3 および表 2-1-4(1～3)に、調査地位置は図 2-1-1

に示すとおりである。 

 

表 2-1-3 調査地一覧 

調査地 植生区分 備考 

⑩ 
293 林班 

（ろ小班） 

［事業予定地］ 

ササ草原 トドマツ林跡地（笹地 10 号） 

⑪ ササ草原 トドマツ林跡地（笹地 11 号） 

⑫ 二次林 針広混交林（笹地 12 号） 

⑬ 二次林 針広混交林（笹地 13 号） 

天然林 1 290 林班 

（す 1 小班） 

エゾイタヤ－ミズナラ林 事業予定地に隣接 

天然林 2 エゾイタヤ－ミズナラ林 事業予定地に隣接 

天然林 3 301 林班 

（い小班） 

ハシドイ－ヤチダモ林 天然林固定生長量試験地 

天然林 4 ハシドイ－ヤチダモ林 天然林固定生長量試験地 

 

表 2-1-4(1) 調査地の環境概要 

調査地 ⑩ 

林小班 GPS 北緯 GPS 東経 

293-ろ 
始 N43°13’41.3 E144°37’08.6 

終 N43°13’41.3 E144°37’09.3 

調査地の環境 

 

環境概要 

 事業予定地内のトドマツ立枯地のササ草原に設定した。周辺には胸高直径 10

㎝未満で樹高 2ｍ前後のエゾニワトコ、タラノキ、エゾイタヤ、ヤチダモ等がわ

ずかに生育する。林床植生はエゾミヤコザサが優占、オオヨモギ、キツリフネ、

アキカラマツ、オシダ等が生育する。トドマツ立枯れが前年より多く倒れ、無立

木状態になっている。 

調査地 ⑪ 

林小班 GPS 北緯 GPS 東経 

293-ろ 
始 N43°13’34.6 E144°37’16.0 

終 N43°13’34.3 E144°37’16.7 

調査地の環境 

 

 

 

 

 

 

環境概要 

事業予定地内のトドマツ立枯地のササ草原に設定した。周辺には胸高直径 10 ㎝

未満で樹高 2ｍ前後のエゾニワトコ、ハリギリ、タラノキ等がわずかに生育する。

林床植生はエゾミヤコザサが優占、ヨブスマソウ、アキカラマツ、エゾヤマハギ、

オシダ等が生育する。トドマツ立枯れが前年より多く倒れ、無立木状態になって

いる。 
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表 2-1-4(2) 調査地の環境概要 

調査地 ⑫ 

林小班 GPS 北緯 GPS 東経 

293-ろ 
始 N43°13’19.6 E144°37’23.0 

終 N43°13’20.4 E144°37’22.6 

調査地の環境 

 

環境概要 

事業予定地内の尾根沿い付近に設定した。胸高直径 10cm～30 ㎝程度で、樹高 8

ｍ～12ｍ程度のケヤマハンノキ、ノリウツギ、エゾニワトコ等の低木が生育する。

林床植生はエゾミヤコザサが優占、ヒヨドリバナ、アキカラマツ、ウド、オオヨ

モギ等が生育する。トドマツ立枯れが多く疎林状。 

調査地 ⑬ 

林小班 GPS 北緯 GPS 東経 

293-ろ 
始 N43°13’07.3 E144°37’25.6 

終 N43°13’06.6 E144°37’25.9 

調査地の環境 

 

環境概要 

事業予定地内の尾根沿いに設定した。胸高直径 5cm～30 ㎝程度で、樹高 20ｍ程度

のミズナラ、オニグルミ、エゾイタヤ等が生育する。林床植生はエゾミヤコザサ

が優占、アキカラマツ、アキタブキ、オオヨモギ、オシダ等が生育する。トドマ

ツ立枯れが多く疎林状。 

調査地 天然林 1 

林小班 GPS 北緯 GPS 東経 

290-す 1 
始 N43°12’46.7 E144°37’14.6 

終 N43°12’47.1 E144°37’14.7 

調査地の環境 

 

環境概要 

雷別支線林道付近で事業予定地に隣接する広葉樹林に設定した。胸高直径 20cm

～40 ㎝程度で、樹高 15ｍ～18ｍ程度のミズナラ、カシワ、エゾイヤタ、ハリギリ

等の広葉樹が生育する。林床植生はエゾミヤコザサが優占、フッキソウ、アキカ

ラマツ、オシダ等が生育する。 
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表 2-1-4(3) 調査地の環境概要 

調査地 天然林 2 

林小班 GPS 北緯 GPS 東経 

290-す 1 
始 N43°12’49.2 E144°37’16.2 

終 N43°12’49.3 E144°37’16.8 

調査地の環境 

 

環境概要 

雷別支線林道付近で事業予定地に隣接する広葉樹林に設定した。胸高直径 10cm

～40 ㎝程度で、樹高 16ｍ～20ｍ程度のケヤマハンノキ、ハルニレ、オオモミジ

等の広葉樹が生育する。林床植生はエゾミヤコザサが優占、エゾイラクサ、キツ

リフネ、オシダ等が生育する。 

調査地 天然林 3 

林小班 GPS 北緯 GPS 東経 

301 い 
始 N43°17’54.6 E144°37’23.6 

終 N43°17’54.3 E144°37’23.5 

調査地の環境 

 

環境概要 

別寒辺台林道付近にある低山地の天然林固定生長量試験地に設定した。胸高直

径 30 ㎝程度で、樹高 15ｍ～25ｍ程度のハルニレ、ヤチダモ、キタコブシ、オニ

グルミ、オオモミジ等の様々な広葉樹が生育する。林床植生はエゾミヤコザサが

優占、フッキソウ、ホザキシモツケ、ヨブスマソウ等が生育する。 

調査地 天然林 4 

林小班 GPS 北緯 GPS 東経 

301 い 
始 N43°17’55.9 E144°37’26.8 

終 N43°17’55.8 E144°37’21.5 

調査地の環境 

 

環境概要 

別寒辺台林道付近にある低山地の天然林固定生長量試験地に設定した。胸高直

径 10cm～50 ㎝程度で、樹高 16ｍ～20ｍ程度のハルニレ、ヤチダモ、オオバボダ

イジュ、サワシバ、オニグルミ、オオモミジ等の様々な広葉樹が生育する。林床

植生はエゾミヤコザサが優占、フッキソウ、ホザキシモツケ、ヨブスマソウ、オ

シダ等が生育する。 

 



 -7-

       1:50,000 
0        1km      2km 

 

 

 

 凡 例 

    地表性甲虫調査地 

図 2-1-1 調査地位置図 

 

調査地 ⑩ 

事業予定地 

（ササ草原） 

天然林 3 

天然林固定生長量試験地 

（ハシドイ－ヤチダモ林） 

調査地 ⑪ 

事業予定地 

（ササ草原） 

調査地 ⑫ 

事業予定地 

（二次林） 

調査地 ⑬ 

事業予定地 

（二次林） 

天然林 4 

天然林固定生長量試験地 

（ハシドイ－ヤチダモ林） 

天然林 2 

（エゾイタヤ－ミズナラ林） 

天然林 1 

（エゾイタヤ－ミズナラ林） 
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 2.2 調査結果 

 2.2.1 調査地の環境 

各調査地の立地環境、植生、地温等の計測結果は表 2-2-1 に示すとおりである。 

各調査地は平坦地および緩傾斜地で、標高は 60ｍ～100ｍ程度の位置にある。調査

地⑩、調査地⑪はトドマツ立枯地で平成 20 年度よりも倒木が増え、健全な樹木はほと

んど無い。立木密度は「疎」であり、林床はエゾミヤコザサが優占する。調査地⑫、

調査地⑬はもともと針広混交林であったが、トドマツ立枯れや倒木が目立ち、立木密

度は「疎」である。林床はエゾミヤコザサが優占する。天然林 1 と天然林 2 は事業予

定地に隣接するミズナラ、ハルニレ主体の広葉樹林である。立木密度は「中」であり、

林床はエゾミヤコザサが優占している。天然林 3 と天然林 4 は、雷別地区から北へ数

Km 離れた天然林固定生長量試験地（301 林班）に設定し、ヤチダモ、ハルニレ、ハシ

ドイ、ホオノキ等の様々な広葉樹が生育している。立木密度は「中」であり、林床は

エゾミヤコザサが優占し、種数は乏しい。 

各調査地において計測した落葉層の厚さは 4cm～6 ㎝で差はほとんど無い。しかし、

ササ草原の調査地⑩、調査地⑪とハシドイ－ヤチダモ林の天然林 3 と天然林 4 は、そ

の他の調査地に比べて落葉層は全体的に薄い傾向にある。 

各調査地の地温は、図 2-2-1 に示すとおりササ草原・二次林（調査地⑩～⑬）と天

然林（天然林 1～4）に分けて比べると、どの時期も天然林の方が 1℃～2℃低い傾向が

ある。これは樹冠が日差しを遮断した効果と考えられる。 

 

表 2-2-1 各調査地の立地環境、植生、地温等の計測結果 

調査地 立地環境 林況 林床植生 落葉層 
の厚さ 

 
地温(℃) 気温(℃) 

設置時 回収時 設置時 回収時 

⑩ 

方位：SW 
傾斜：8° 
平行斜面 

ササ草原 
トドマツ立枯や倒木多い。エ
ゾニワトコ、タラノキ等。 
立木密度：疎 

エゾミヤコザサ優占（80 ㎝） 
アキタブキ、キツリフネ、エゾノサワア
ザミ、サラシナショウマ、ハンゴンソウ、
ヨブスマソウ、アキカラマツ、オオヨモ
ギ等。 

4 ㎝ 7 
月 

15.5 18.0 21.0 23.0 

8 
月 

19.0 19.0 21.0 20.5 

⑪ 

方位：SW 
傾斜：9° 
平行斜面 

ササ草原 
トドマツ立枯や倒木多い。エ
ゾニワトコ、ハリギリ等。 
立木密度：疎 

エゾミヤコザサ優占（60 ㎝） 
アキカラマツ、ヨブスマソウ、オオヨモ
ギ、ハンゴンソウ、エゾイラクサ、エゾ
イチゴ、オシダ、アキタブキ、エゾヤマ
ハギ等。 

4 ㎝ 7 
月 

15.0 17.0 19.2 26.1 

8 
月 

19.0 19.5 20.4 20.5 

⑫ 

方位：N 
傾斜：7° 
上昇斜面 

トドマツ倒木後に侵入した低
木（エゾニワトコ、ケヤマハ
ンノキ、ノリウツギ等）。 
立木密度：疎 

エゾミヤコザサ優占（100 ㎝） 
アキカラマツ、エゾイチゴ、エゾヤマハ
ギ、オオヨモギ、ヒヨドリバナ、ヨブス
マソウ、ウド、サルナシ等。 

5 ㎝ 7 
月 

18.2 14.6 26.8 18.6 

8 
月 

18.0 19.0 23.0 20.6 

⑬ 

方位：NW 
傾斜：17° 
平行斜面 

トドマツ倒木後に侵入した低
木（ミズナラ、タラノキ、エ
ゾイタヤ、オニグルミ等）。 
立木密度：疎 

エゾミヤコザサ優占（70 ㎝） 
アキタブキ、ヒヨドリバナ、ウド、ヨブ
スマソウ、フッキソウ、サルナシ、オオ
ヨモギ、アキカラマツ、エゾイチゴ、オ
シダ、コウライテンナンショウ等。 

5 ㎝ 7 
月 

18.2 16.0 26.8 19.4 

8 
月 

17.5 18.0 22.5 20.1 

天然林 1 

方位：NE 
傾斜：2 度 
平坦地 

エゾイタヤ-ミズナラ林 
ミズナラ主体の広葉樹林の林
縁部でエゾイタヤ、カシワ、
シラカンバ等からなる。 
立木密度：中 

エゾミヤコザサ優占（90 ㎝） 
アキカラマツ、ハンゴンソウ、エゾイラ
クサ、エゾヤマハギ、フッキソウ、オシ
ダ等。 

6 ㎝ 
7 
月 

16.0 14.0 24.9 20.7 

8 
月 

17.5 17.0 20.8 19.2 

天然林 2 

方位：NE 
傾斜：2 度 
平坦地 

エゾイタヤ-ミズナラ林 
ハルニレ、ケヤマハンノキ、
ミズキ等からなる。林縁部。 
立木密度：中 

エゾミヤコザサ優占（70 ㎝） 
アキカラマツ、フッキソウ、エゾイラク
サ、オオバノヤエムグラ、キツリフネ、
オニツルウメモドキ、オシダ等。 

5 ㎝ 7 
月 

16.5 16.5 24.6 24.6 

8 
月 

17.5 18.0 20.6 18.8 

天然林 3 

方位：SE 
傾斜：12 度 
平行斜面 

ハシドイ-ヤチダモ林 
ハルニレ主体の広葉樹林でキ
タコブシ、オニグルニ、ハシ
ドイ、オオモミジ等からなる。 
立木密度：中 

エゾミヤコザサ優占（80 ㎝） 
フッキソウ、オシダ、ヨブスマソウ、ホ
ザキシモツケ等。 
林床はほぼササのみで単調。 

4 ㎝ 7 
月 

13.8 13.8 15.7 15.7 

8 
月 

18.0 18.0 20.5 20.0 

天然林 4 

方位：NE 
傾斜：3 度 
平坦地 

ハシドイ-ヤチダモ林 
ハルニレ主体の広葉樹林でホ
オノキ、エゾイタヤ、ヤマグ
ワ、サワシバ等からなる。 
立木密度：中 

エゾミヤコザサ優占（80 ㎝） 
フッキソウ、オシダ、クルマユリ、ムカ
ゴイラクサ、サラシナショウマ等。 
林床はほぼササのみで単調。 

4 ㎝ 7 
月 

13.5 13.0 14.3 17.4 

8 
月 

18.0 17.5 20.5 20.0 
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図 2-2-1 調査時における各調査地の地温 
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16.725℃ 16.4℃ 

14.325℃ 

18.375℃ 
17.75℃ 

18.875℃ 

17.625℃ 

14.95℃ 

：平均地温 
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 2.2.2 調査地の昆虫類相 

各調査地における目別の捕獲個体数は表 2-2-2 に示すとおりである。詳細な結果は

資料編に示した。 

今年度確認された目数は調査地全体で 7 月が 7 目、8 月が 6 目、両月の合計は 8 目

であった。捕獲個体数は 7 月が 546 個体、8 月が 945 個体、両月の合計は 1,491 個体

であった。調査月毎の目別捕獲個体数割合は図 2-2-2 に示した。 

 

表 2-2-2 目別捕獲個体数 

7 月調査結果 

目名 ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ 天然林 1 天然林 2 天然林 3 天然林 4 7 月計 

バッタ    1     1 

ハサミムシ`       1  1 

チャタテムシ    1     1 

カメムシ  1  1  1   3 

コウチュウ 56 32 55 50 74 25 20 27 339 

ハチ 56 11 32 24 19 8 16 11 177 

ハエ  2 3 2 6 2 2 7 24 

（7 目）  計 112 46 90 79 99 36 39 45 546 

8 月調査結果 

目名 ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ 天然林 1 天然林 2 天然林 3 天然林 4 8 月計 

ハサミムシ      1  1 2 

カメムシ 2 1 3 4  1  9 20 

コウチュウ 56 50 20 34 64 21 27 43 315 

ハチ 36 57 41 35 48 49 56 53 375 

ハエ 40 5 16 24 11 9 61 59 225 

チョウ 3 1 1    1 2 8 

（6 目）  計 137 114 81 97 123 81 145 167 945 

7 月・8 月調査結果合計 

目名 ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ 天然林 1 天然林 2 天然林 3 天然林 4 合計 

バッタ    1     1 

ハサミムシ      1 1 1 3 

チャタテムシ    1     1 

カメムシ 2 2 3 5  2  9 23 

コウチュウ 112 82 75 84 138 46 47 70 654 

ハチ 92 68 73 59 67 57 72 64 552 

ハエ 40 7 19 26 17 11 63 66 249 

チョウ 3 1 1    1 2 8 

（8 目）  計 249 160 171 176 222 117 184 212 1,491 
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目別捕獲個体数の割合を見るとコウチュウ目が最も多く、7 月は 73.1％、8 月は

33.3％を占めた。7 月、8 月を合わせた結果を見ると、コウチュウ目の個体数は、捕獲

された昆虫類全体の 43.9％（654 個体）であった。コウチュウ目に次いで多かったの

は、ハチ目の 37.0％（552 個体）、次いで、ハエ目の 16.7％（249 個体）で、これら上

位 3 目で全体の 97.6％を占めた。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2-2 調査月毎の目別捕獲個体数割合 

 

7月・8月調査合計の目別捕獲個体数の割合
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 2.2.3 地表性甲虫（オサムシ科）の確認状況 

捕獲された昆虫類の中から、地表性甲虫であるオサムシ科（オサムシ類・ゴミムシ

類）だけを抽出して捕獲個体数を計測した。 

7 月と 8 月の 2 回の調査で捕獲されたオサムシ科の出現状況は、図 2-2-3～図 2-2-5

および表 2-2-3 に示すとおりで、オサムシ類 6 種、ゴミムシ類 18 種の計 24 種（総個

体数は 308 個体）が確認された。 

月別に見ると 7 月調査時に 18 種、8 月調査時に 16 種が確認された。このうち、7

月調査時のみに捕獲された種は 8 種、8 月調査時のみに捕獲された種は 6 種であった。

したがって、出現種の約半数は入れ替わっている結果となった。 

捕獲個体数は 7 月が 101 個体、8 月が 207 個体で、8 月の個体数は 7 月の約 2 倍に

増加した。 

今年度、最も多く捕獲されたのはコクロツヤヒラタゴミムシで、オサムシ科の捕獲

個体数に占める割合は 7 月に 1.0％（1 個体）であったものの、8 月では 33.8％（70

個体）、両月を合わせると 23.1％（71 個体）であった。2 番目に多かった種は、コブ

スジアカガネオサムシで 7 月が 40.6％（41 個体）、8 月が 1.4％（3 個体）、両月を合

わせると合計は 14.3％（44 個体）であった。3 番目に多かった種はヒメクロオサムシ

で、7 月が 3.0％（3 個体）、8 月が 18.8％（39 個体）、両月を合わせると 13.6％（42

個体）であった。4 番目に多かった種はアトマルナガゴミムシで、7 月が 3.0％（3 個

体）、8 月が 15.4（32 個体）、両月を合わせると合計は 11.4％（35 個体）であった。5

番目に多かった種はセダカオサムシで、7 月が 1.0％（1 個体）、8 月が 11.6％（24 個

体）、両月を合わせると合計は 8.1％（25 個体）であった。 

これら上位 5 種の合計は 217 個体でオサムシ科全体の 70.5％を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2-3 オサムシ科各種の月別の出現状況 
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図 2-2-4 オサムシ科各種の地点別出現状況 

 

  

コクロツヤヒラタゴミムシ 
7 月(1 個体:1.0％) 
8 月(70 個体:33.8％) 
両月合計 71 個体：（23.1％） 

コブスジアカガネオサムシ 
7 月(41 個体:40.6％) 
8 月(3 個体:1.4％) 
両月合計 44 個体：（14.3％） 

   

ヒメクロオサムシ 
7 月(3 個体:3.0％) 
8 月(39 個体:18.8％) 
両月合計 42 個体：（13.6％） 

アトマルナガゴミムシ 
7 月(3 個体:3.0％) 
8 月(32 個体:15.4％) 
両月合計 35 個体：（11.4％） 

セダカオサムシ 
7 月(1 個体:1.0％) 
8 月(24 個体:11.6％) 
両月合計 25 個体：（8.1％） 

図 2-2-5 オサムシ科の捕獲個体数上位 5 種
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表 2-2-3 オサムシ科出現種一覧 

No. 
種名 ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ 天然林 1 天然林 2 天然林 3 天然林 4 合計 

和名 学名 7 月 8 月 7 月 8 月 7 月 8 月 7 月 8 月 7 月 8 月 7 月 8 月 7 月 8 月 7 月 8 月 7 月 8 月 全体 

1 セダカオサムシ            ⑤⑤⑤⑤ Cychrus morawitzi morawitzi    2 1 2  9  2  1  5  3 1 24 25 

2 コブスジアカガネオサムシ   ②②②② Carabus conciliator hokkaidensis 21 3 9  7  1  3        41 3 44 

3 エゾアカガネオサムシ Carabus granulatus yezoensis               2  2  2 

4 エゾマイマイカブリ Damaster blaptoides rugipennis 1  2    1          4  4 

5 オクエゾクロナガオサムシ Leptocarabus arboreus pararboreus          6  1  1  6  14 14 

6 ヒメクロオサムシ          ③③③③ Leptocarabus opaculus opaculus    2  4  1 3 23  4    5 3 39 42 

7 キノカワゴミムシ Leistus niger alecto      1    2  2  3 1 1 1 9 10 

8 ヒラタキイロチビゴミムシ Trechus ephippiatus  1                1 1 

9 ウスモンコミズギワゴミムシ Tachyra fuscicauda 1                1  1 

10 エゾマルガタナガゴミムシ Pterostiehus adstrictus         4  7 2   5 2 16 4 20 

11 コホソナガゴミムシ Pterostichus longinquus   1              1  1 

12 コガシラナガゴミムシ Pterostichus microcephalus 6 2 1        1      8 2 10 

13 ツヤムネナガゴミムシ Pterostichus neglectus         1        1  1 

14 アトマルナガゴミムシ       ④④④④ Pterostichus orientalis jessoensis  10  10 2 5 1 3  2  1    1 3 32 35 

15 キンナガゴミムシ Pterostichus planicollis 1 3               1 3 4 

16 オオキンナガゴミムシ Pterostichus samurai 1                1  1 

17 ツンベルグナガゴミムシ Pterostichus thunbergi         3    3 1 6  12 1 13 

18 アシミゾヒメヒラタゴミムシ Agonum thoreyi nipponicum     3            3  3 

19 コクロツヤヒラタゴミムシ   ①①①① Synuchus melantho  1 26  17  2  12  10  3     1 70 71 

20 オオクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus nitidus  1                1 1 

21 アイヌゴモクムシ Harpalus duadripunctatus  1                1 1 

22 クビアカツヤゴモクムシ Trichotichnus longitarsis      1            1 1 

23 チビカタキバゴミムシ Badister nakayamai         1        1  1 

24 チャバネホソアトキリゴミムシ Dromius ruficollis    2              2 2 

種数 7 8 4 5 4 6 3 4 6 6 2 7 1 4 4 6 18 16 24 

個体数 32 47 13 33 13 15 3 25 15 45 8 14 3 10 14 18 101 207 308 

地点別種数 11 9 8 6 11 8 4 8 

 地点別個体数 79 46 28 28 60 22 13 32 

※捕獲個体数上位 5種については○数字で順位を記した。 
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 2.2.4 調査地別にみたオサムシ科の捕獲状況 

種別と調査地別にみたオサムシ科の捕獲個体数比較は、図 2-2-6 に示すとおりであ

る。 

種数が多かった調査地は調査地⑩および天然林 1 で、それぞれ 11 種が確認された。

また、種数が少なかった調査地は天然林 3 で、捕獲個体数は 4 種であった。 

捕獲個体数が多かった調査地は調査地⑩で 79 個体、少なかった調査地は天然林 3

で 13 個体であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2-6 種別と調査地別にみた捕獲個体数 

 

 

各調査地のオサムシ科の捕獲個体数を植生区分別に比較したものは表 2-2-4に示す

とおりである。 

 

表 2-2-4 植生区分別オサムシ科出現状況 

植生区分 ササ草原 二次林 ｴｿﾞｲﾀﾔ-ﾐｽﾞﾅﾗ林 ﾊｼﾄﾞｲ-ﾔﾁﾀﾞﾓ林 

調査地 ⑩・⑪ ⑫・⑬ 天然林 1・天然林 2 天然林 3・天然林 4 

種数 15 種 9 種 12 種 8 種 

捕獲個体数 125 個体 56 個体 82 個体 45 個体 

 

オサムシ科の捕獲個体数を植生区分別に比較すると、種数はササ草原では 15 種と多

く、天然林（ハシドイ－ヤチダモ林）では 8 種と少なかった。捕獲個体数は、ササ草

原では 125 個体と多く、天然林（ハシドイ－ヤチダモ林）では 45 個体と少なかった。 
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 2.2.5 オサムシ科の生息環境区分 

確認されたオサムシ科を、個々が主に生息する環境によって、「森林性」と「非森

林性」に大別した。この結果を表 2-2-5 に示した。 

 

表 2-2-5 各種の生息環境区分と捕獲個体数 

No. 
調査地 

和名 
⑩ ⑪ ⑫ ⑬ 天然林 1 天然林 2 天然林 3 天然林 4 合計 

生息環境 

区分 

1 セダカオサムシ  2 3 9 2 1 5 3 25 森林性 
2 コブスジアカガネオサムシ 24 9 7 1 3    44 非森林性 
3 エゾアカガネオサムシ        2 2 森林性 
4 エゾマイマイカブリ 1 2  1     4 森林性 
5 オクエゾクロナガオサムシ     6 1 1 6 14 森林性 
6 ヒメクロオサムシ  2 4 1 26 4  5 42 森林性 
7 キノカワゴミムシ   1  2 2 3 2 10 森林性 
8 ヒラタキイロチビゴミムシ 1        1 非森林性 
9 ウスモンコミズギワゴミムシ 1        1 非森林性 
10 エゾマルガタナガゴミムシ     4 9  7 20 森林性 
11 コホソナガゴミムシ  1       1 非森林性 
12 コガシラナガゴミムシ 8 1    1   10 非森林性 
13 ツヤムネナガゴミムシ     1    1 非森林性 
14 アトマルナガゴミムシ 10 10 7  4 2 1  1 35 森林性 
15 キンナガゴミムシ 4        4 非森林性 
16 オオキンナガゴミムシ 1        1 非森林性 
17 ツンベルグナガゴミムシ     3  4 6 13 森林性 
18 アシミゾヒメヒラタゴミムシ   3      3 非森林性 
19 コクロツヤヒラタゴミムシ 27 17 2 12 10 3   71 森林性 
20 オオクロツヤヒラタゴミムシ 1        1 森林性 
21 アイヌゴモクムシ 1        1 森林性 
22 クビアカツヤゴモクムシ   1      1 非森林性 
23 チビカタキバゴミムシ     1    1 非森林性 
24 チャバネホソアトキリゴミムシ  2       2 非森林性 

捕獲個体数 79 46 28 28 60 22 13 32 308  

種数 11 9 8 6 11 8 4 8 24  

※）森林性種と非森林性種は「孤立林のオサムシ科甲虫群集の特性／北海道開拓記念館研究紀要第 31 号」（堀繁
久,2003）の内容に従い区分した。 

 

各調査地における生息環境区分別の出現状況を表 2-2-6 に整理した。また、生息環

境別の種数を図 2-2-7 に、生息環境別の捕獲個体数を図 2-2-8 に示した。 

 

表 2-2-6 生息環境区分別の種数・捕獲個体数 

 
調査地 

 

生息環境区分 
⑩ ⑪ ⑫ ⑬ 天然林 1 天然林 2 天然林 3 天然林 4 

種 

数 

森林性 5 5 5 5 8 7 4 8 
非森林性 6 4 3 1 3 1 0 0 
合 計 11 9 8 6 11 8 4 8 

捕獲

個体

数 

森林性 40 33 17 27 55 21 13 32 
非森林性 39 13 11 1 5 1 0 0 

合 計 79 46 28 28 60 22 13 32 

 

生息環境別の種数を調査地間で比較すると、調査地⑩～⑫では森林性種と非森林性

種の種数が同程度出現し、それ以外の調査地では森林性種が多い。中でも天然林 3 と

天然林 4 では非森林性種は見られなかった。 

生息環境区分別の捕獲個体数を調査地間で比較すると、調査地⑩で森林性種と非森

林性種の個体数がほぼ同じとなり、それ以外の調査地では森林性種の個体数が多い。 

オサムシ科の生息環境区分における出現状況は、必ずしも植生環境を反映していな

い結果となったが、上位 5 種の中で最も代表的な森林性種であるヒメクロオサムシや
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コクロツヤヒラタゴミムシでは、ヒメクロオサムシの場合は天然林 1 で 26 個体と捕獲

個体数が多く、天然林 4 調査地の合計が 35 個体、ササ草原・二次林の 4 調査地の合計

が 7 個体と少なかった。 

コクロツヤヒラタゴミムシの場合は、ササ草原の調査地⑩で 27 個体と捕獲個体数

が多く、天然林 4 調査地の合計が 13 個体、ササ草原・二次林の 4 調査地の合計が 58

個体であった。本種の出現傾向は非森林性種のコブスジアカガネオサムシと同様の傾

向（天然林 4 調査地の合計が 3 個体、ササ草原・二次林の 4 調査地の合計が 41 個体）

であった。この様な結果になった原因としては以下の理由が考えられる。 

コクロツヤヒラタゴミムシの場合、図 2-2-3 に示したとおり、8 月に目だって増大

していることから、季節が進み、林床の植生が生長し閉鎖的な空間が作られることで、

本種の餌資源である湿潤を好む小型昆虫類や土壌生物等が増え、周辺の森林から侵入

しやすくなるためではないかと推察できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2-7 生息環境区分別のオサムシ科種数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2-2-8 生息環境区分別のオサムシ科捕獲個体数 
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各調査地のオサムシ科生息環境区分を植生区分別に比較すると表 2-2-7に示すとお

りになる。 

 

表 2-2-7 植生環境別のオサムシ科生息環境区分別出現状況 

植生区分 ササ草原 二次林 ｴｿﾞｲﾀﾔ-ﾐｽﾞﾅﾗ林 ﾊｼﾄﾞｲ-ﾔﾁﾀﾞﾓ林 

調査地 

⑩・⑪ ⑫・⑬ 天然林 1・天然林 2

２ 

天然林 3・天然林 4 

立木密度 疎 疎 中 中 

種 数 

森林性 7（46.7％） 6（66.7％） 8（66.7％） 8（100％） 

非森林性 8（53.3％） 3（33.3％） 4（33.3％） 0（0％） 

合 計 15 9 12 8 

個体数 

森林性 73（58.4％） 44（78.6％） 76（92.7％） 45（100％） 

非森林性 52（41.6％） 12（21.4％） 6（7.3％） 0（0％） 

合 計 125 56 82 45 

 

森林性種の種数の割合は天然林（ハシドイ－ヤチダモ林）で最も高く、全てが森林

性種で占められた。次いで高かったのは天然林（エゾイタヤ－ミズナラ林）の 66.7％

（個体数では 92.7％）、および二次林の 66.7％（個体数では 78.6％）であり、ササ草

原では 46.7％（個体数では 58.4％）であった。 

この結果から、森林性種が全体に占める割合が高い調査地は、立木密度が高く、林

冠が閉鎖した比較的暗い環境であるといえる。 
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 2.2.6 指定等昆虫類 

今年度調査で確認された昆虫類のうち、指定等昆虫類に該当する種はコシアキトゲ

アシイエバエとエゾクロバエのハエ目 2 種である。オサムシ科の指定等昆虫類該当種

は確認されなかった。 

本種の一般生態および確認状況等を表 2-2-8 に、選定基準を表 2-2-9 に示した。ま

た、確認位置は図 2-2-9 に示した。 

 

表 2-2-8 指定等昆虫類の一般生態および確認状況 

種名（目名／科名） 一般生態 確認状況 

コシアキトゲアシイエバエ 

Phaonia luteovittata 

（ハエ目イエバエ科) 

国内では北海道と本州に分布。生

態等は詳しく調べられていない。

体長約 9mm。 

1 2009.7.17～24(PT) 

天然林-4 で 1 個体が捕獲された。 

2 2009.8.21～28(PT) 

北海道 RDB 希少種 調査地⑩で 2 個体が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 2009.8.20～27(PT) 

調査地⑬で 1 個体が確認された。 

4 2009.8.20～27(PT) 

天然林-1 で 1 個体が確認された。 

5 2009.8.20～27(PT) 

天然林-2 で 3 個体が確認された。 

6 2009.8.21～28(PT) 

天然林-3 で 1 個体が確認された。 

エゾクロバエ 

Onesia hokkaidensis 

（ハエ目クロバエ科) 

国内では北海道と本州(山地)に

分布する。成虫は 6 月頃～9 月頃

までが多い。生息環境は渓流付近

や山路の葉上に見られる。生態等

は詳しく調べられていない。体長

約 9mm。 

7 2009.7.17～24(PT) 

天然林-3 で 1 個体が捕獲された。 

8 2009.8.21～28(PT) 

北海道 RDB 希少種 調査地⑩で 2 個体が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 2009.8.20～27(PT) 

天然林-1 で 1 個体が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

注）PT とはピットフォールトラップの略である。 
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表 2-2-9 指定等昆虫類選定基準 

選 定 基 準 備考 

文化財保護法 天然記念物(国指定)  

「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 

 －レッドデータブック－ 5 昆虫類」 

環境省編(2006) 

絶滅危惧ⅠＡ類(CR)  

絶滅危惧ⅠＢ類(EN)  

絶滅危惧Ⅱ類(VU)  

準絶滅危惧(NT)   

情報不足(DD)  

絶滅のおそれのある地域個体群(LP)  

「レッドデータブックに掲載すべき日本の絶滅

のおそれのある野生生物の種のリスト」 

環境省(2007) 

 

絶滅危惧ⅠＡ類(CR)  

絶滅危惧ⅠＢ類(EN)  

絶滅危惧Ⅱ類(VU)  

準絶滅危惧(NT)  

情報不足(DD)  

絶滅のおそれのある地域個体群(LP)  

「北海道の希少野生生物 

 －北海道レッドデータブック 2001－」 

北海道(2001) 

絶滅危機種(Cr)  

絶滅危惧種(En)  

絶滅危急種(Vu)  

希少種(R) 
コシアキトゲアシイエバエ 

エゾクロバエ 

地域個体群(Lp)  

留意種(N)  
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図 2-2-9 指定等昆虫類確認位置図 
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Ⅲ．結果のまとめ 

 3.1 過年度調査結果との比較 

今年度と平成 20 年度および平成 19 年度調査の結果概要を表 3-1-1 に、捕獲個体数上位 5

種の生息環境区分および捕獲個体数を表 3-1-2 に示した。また、生息環境区分別種数・捕獲個

体数を表 3-1-3 に示した。 

 

表 3-1-1 調査結果概要（平成 19年度～平成 21年度） 

調査年度 平成 21 年度 平成 20 年度 平成 19 年度 

調査時期 平成 21 年 7 月 16 日～24 日 

平成 21 年 8 月 20 日～28 日 

平成 20 年 6 月 16 日～24 日 

平成 20 年 7 月 22 日～30 日 

平成 19 年 6 月 23 日～30 日 

平成 19 年 7 月 20 日～27 日 

オサムシ科 

 確認種数 

調査月 7 月 8 月 合計 6 月 7 月 合計 6 月 7 月 合計 

種数 18 16 24 16 17 25 9 11 12 

捕獲個
体数 

101 207 308 111 103 214 172 239 411 

 

 

今年度は平成 20 年度および平成 19 年度と異なり、調査時期が 1 ヶ月遅れているため、過

年度と同時期に実施した期間は 7 月のみである。 

確認されたオサムシ科の種数は今年度が 24種、平成 20年度が 25種、平成 19 年度が 12種

である。個体数は今年度が 308 個体、平成 20年度が 214 個体、平成 19年度が 411 個体であり、

今年度の結果を平成 20年度と比較すると、種数が同程度、捕獲個体数が約 1.4 倍となった。 
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表 3-1-2 に示すとおり、捕獲個体数上位 5 種のうち森林性の種は、今年度はコクロツヤヒ

ラタゴミムシ（23.1％）、ヒメクロオサムシ（13.6％）、アトマルナガゴミムシ（11.4％）、セ

ダカオサムシ（8.1％）と 4 種、平成 20 年度が 2種、平成 19 年度が 4 種であった。 

 

 

表 3-1-2 捕獲個体数上位 5 種の生息環境区分および捕獲個体数 

    

  平成 21 年度 
個体数
順位 

種名 
生息環境 

区分 
7 月 8 月 合計 

1 位 ｺｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ 森林性   1 個体( 1.0％)  70 個体(33.8％)  71 個体(23.1％) 
2 位 ｺﾌﾞｽｼﾞｱｶｶﾞﾈｵｻﾑｼ 非森林性  41 個体(40.6％)   3 個体( 1.4％)  44 個体(14.3％) 
3 位 ﾋﾒｸﾛｵｻﾑｼ 森林性   3 個体( 3.0％)  39 個体(18.8％)  42 個体(13.6％) 
4 位 ｱﾄﾏﾙﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ 森林性   3 個体( 3.0％)  32 個体(15.4％)  35 個体(11.4％) 
5 位 ｾﾀﾞｶｵｻﾑｼ 森林性   1 個体( 1.0％)  24 個体(11.6％)  25 個体( 8.1％) 

上位 5種の合計 49 個体(48.5％) 168 個体(81.2％) 217 個体(70.5％) 
 
  平成 20 年度 

個体数
順位 

種名 
生息環境 

区分 
6 月 7 月 合計 

1 位 ｺﾌﾞｽｼﾞｱｶｶﾞﾈｵｻﾑｼ 非森林性  44 個体(34.6％)  38 個体(36.9％) 82 個体(38.3％) 
2 位 ｴｿﾞﾏﾙｶﾞﾀﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ 森林性  12 個体( 9.4％)   7 個体( 6.8％) 19 個体( 8.9％) 
3 位 ｷﾝﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ 非森林性  14 個体(12.6％)   3 個体( 2.9％) 17 個体( 7.9％) 
4 位 ｺｶﾞｼﾗﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ 非森林性   8 個体( 6.3％)   7 個体( 6.8％) 15 個体( 7.0％) 
5 位 ﾋﾒｸﾛｵｻﾑｼ 森林性   4 個体( 3.1％)   8 個体( 7.8％) 12 個体( 5.6％) 

上位 5種の合計 82 個体(73.9％) 63 個体(61.2％) 145 個体(67.8％) 
 
  平成 19 年度 

個体数
順位 

種名 
生息環境 

区分 
6 月 7 月 合計 

1 位 ｴｿﾞｱｶｶﾞﾈｵｻﾑｼ 森林性  81 個体(47.1％)  37 個体(15.5％) 118 個体(28.7％) 
2 位 ｺｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ 森林性   0 個体(   0％) 104 個体(43.5％) 104 個体(25.3％) 
3 位 ﾏﾙｶﾞﾀﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ 森林性  41 個体(23.8％)  39 個体(16.3％)  80 個体(19.5％) 
4 位 ｺｶﾞｼﾗﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ 非森林性  15 個体( 8.7％)  15 個体( 6.3％)  30 個体( 7.3％) 
5 位 ｴｿﾞﾏｲﾏｲｶﾌﾞﾘ 森林性  13 個体( 7.6％)  11 個体( 4.6％)  24 個体( 5.8％) 

上位 5種の合計 150 個体(87.2％) 206 個体(86.2％) 356 個体(86.6％) 
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表 3-1-3 に示すとおり、生息環境区分別の種数は、平成 19年度が森林性種 7 種（58.3％）、

非森林性種 5 種（41.7％）、平成 20 年度が森林性種 13 種（52.0％）、非森林性種 12 種（48.0％）、

今年度が森林性種 12 種（50.0％）、非森林性種 12 種（50.0％）であり、森林性種が減少する

傾向がある。 

生息環境区分ごとの個体数は、平成 19 年度が森林性種 87.6％、非森林性種 12.4％、平成

20 年度が森林性種 36.0％、非森林性種 64.0％、今年度が森林性種 77.3％、非森林性種 22.7％

であり、平成 19 年度に比べると平成 20年度に大幅に減少した森林性種が、今年度は再び増加

に転じた。 

しかしながら、今年度は調査時期や調査地点が過去 2 年間と同一ではないことから、単純

に比較することは難しい。よって、平成 19年度～平成 21 年度に、同一時期、同一地点で行っ

たものだけ比較した結果を次節に示した。 

 

 

表 3-1-3 生息環境区分別種数・捕獲個体数（平成 19年度～平成 21年度） 

 
  今年度（平成 21 年度） 

 
生息環境 

区分 
⑩ ⑪ ⑫ ⑬ 

天然林
1 

天然林
2 

天然林
3 

天然林
4 全体 

種数 
森林性 5 5 5 5 8 7 4 8 12 50％ 
非森林性 6 4 3 1 3 1 0 0 12 50％ 

捕獲 
個体数 

森林性 40 33 17 27 55 21 13 32 238 77.3％ 
非森林性 39 13 11 1 5 1 0 0 70 22.7％ 

 
  前年度（平成 20 年度） 

 
生息環境 

区分 
植栽 
⑩ 

植栽 
⑪ 

保全 
⑫-1 

更新 
⑫-2 

更新 
⑬-1 

保全 
⑬-2 

目標
-1 

目標
-2 

全体 

種数 
森林性 6 5 4 3 3 3 10 6 13 52％ 
非森林性 4 3 5 5 4 3 2 3 12 48％ 

捕獲 
個体数 

森林性 10 8 6 3 3 3 27 17 77 36.0％ 
非森林性 34 18 25 25 12 7 9 7 137 64.0％ 

 
  前々年度（平成 19 年度） 

 
生息環境 

区分 
植栽 
⑩ 

植栽 
⑪ 

保全 
⑫-1 

更新 
⑫-2 

更新 
⑬-1 

保全 
⑬-2 

目標
-1 

目標
-2 

全体 

種数 
森林性 5 6 5 4 6 6 5 6 7 58.3％ 
非森林性 3 2 2 4 0 2 1 2 5 41.7％ 

捕獲 
個体数 

森林性 68 45 21 24 17 30 85 70 360 87.6％ 
非森林性 17 6 2 15 0 3 1 7 51 12.4％ 
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 3.2 植生区分別にみた過年度調査結果との比較 

今年度調査と過年度調査では、調査時期および調査地点が完全には一致していないことか

ら、同一時期（7 月）、同一地点の調査地で行われた調査結果のみを比較した。 

植生区分別にみた生息環境区分別の種数・捕獲個体数（平成 19年度～平成 21 年度 7月調

査）は表 3-2-1 に、7 月調査時の植生区分別の生息環境区分割合の変移は図 3-2-1 に示すとお

りである。 

 

表 3-2-1 植生区分別にみた生息環境区分別の種数・捕獲個体数 

（平成 19年度～平成 21年度 7 月調査） 

 
植生区分 ササ草原 二次林 ｴｿﾞｲﾀﾔ-ﾐｽﾞﾅﾗ林 

調査地 ⑩・⑪ ⑫・⑬ 天然林１・２ 

平成 21 年度 

(H21.7.16～24) 

種数 

森林性 2（25％） 3（60％） 3（50％） 

非森林性 6（75％） 2（40％） 3（50％） 

合計 8 5 6 

捕獲 

個体数 

森林性 4（8.9％） 5（31.25％） 17（73.9％） 

非森林性 41（91.1％） 11（68.75％） 6（26.1％） 

合計 45 16 23 

平成 20 年度 

(H20.7.22～30) 

調査地 ⑩・⑪ ⑫-2・⑬-2 天然林１・２ 

種数 

森林性 4（50％） 3（42.9％） 9（81.8％） 

非森林性 4（50％） 4（57.1％） 2（18.2％） 

合計 8 7 11 

捕獲 

個体数 

森林性 9（25％） 4（36.4％） 30（75％） 

非森林性 27（75％） 7（63.6％） 10（25％） 

合計 36 11 40 

平成 19 年度 

(H19.7.20～27) 

調査地 ⑩・⑪ ⑫-2・⑬-2 天然林１・２ 

種数 

森林性 5（62.5％） 6（60％） 6（85.7％） 

非森林性 3（37.5％） 4（40％） 1（14.3％） 

合計 8 10 7 

捕獲 

個体数 

森林性 68（85％） 26（53.1％） 98（98％） 

非森林性 12（15％） 23（46.9％） 2（2％） 

合計 80 49 100 

 

7 月調査時の結果を植生区分別に比較すると、種数については、ササ草原では平成 19 年度

から今年度まで変化なし、二次林は減少傾向にある。天然林（エゾイタヤ－ミズナラ林）では、

平成 19 年度に比べて平成 20年度は増加したものの、今年度は減少した。 

捕獲個体数については、ササ草原では平成 20 年度に平成 19 年度の半数程度になり、今年

度はやや増加したものの、平成 19年度比の約 56％にまで減少した。二次林では平成 20 年度に

平成 19 年度比約 22％にまで大幅に減少し、今年度はやや増加したものの、平成 19年度比の約

33％にまで減少した。天然林（エゾイタヤ－ミズナラ林）では減少傾向が顕著で、今年度は平

成 19年度比で 23％であった。 
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図 3-2-1 7 月調査時の植生区分別の生息環境区分割合の変移 
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図 3-2-1 に示したとおり、サ

サ草原（調査地⑩・⑪）では、平

成19年度には森林性種が85.0％

（68 個体）を占めていたが、平

成 20年度は 25.0％（9個体）、今

年度は 8.9％（4 個体）しか確認

されず、森林性種の割合、捕獲個

体数ともに著しく減少している。 

二次林（調査地⑫・⑬）では、

平成 19 年度には森林性種が

53.1％（26 個体）を占めていた

が、平成 20 年度は 36.4％（4 個

体）、今年度は 31.3％（5個体）

で、森林性種の割合、捕獲個体数

ともに減少傾向が見られる。 

エゾイタヤ－ミズナラ林（天

然林 1・天然林 2）では、平成 19

年度には森林性種が 98.0％(98

個体)であったが、平成 20年度に

は 75.0％（30 個体）、今年度は

73.9％（17 個体）であり、森林

性種の割合、捕獲個体数ともに著

しく減少している。 

この様に植生区分別にオサム

シ科生息環境区分の変移を見る

と、全ての植生区分で森林性種

の割合に減少傾向が見られる。

また、森林性種の捕獲個体数も

植生区分の違いに関わらず、平

成 19年度以降、減少傾向にある。 
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 3.3 これまでの調査で見えてきた変化 

今年度の調査結果と過年度の調査結果とを、表 3-3-1 に取りまとめた。 

 

表 3-3-1 結果のまとめ 

1．今年度調査から ① ササ草原・二次林（調査地⑩・⑪・⑫・⑬）と天然林（天然林 1・2・3・4）では天

然林の地温の方が 1℃～2℃低い傾向にある。 

 →樹冠が日差しを遮った効果と考えられる。 

② 今年度の捕獲個体数上位 5 種はコクロツヤヒラタゴミムシ、コブスジアカガネオサ

ムシ、ヒメクロオサムシ、アトマルナガゴミムシ、セダカオサムシ。森林性種が 4

種。 

③ ［種数］が多かった調査地は調査地⑩と天然林 1でそれぞれ 11 種。少なかった調査

地は天然林 3で 4種。 

［個体数］が多かった調査地は調査地⑩で 79 個体。少なかった調査地は天然林 3

で 13 個体。 

④ 植生区分別のオサムシ科出現状況はササ草原(調査地⑩・⑪)が 15 種 125 個体、二次

林(調査地⑫・⑬)が 9 種 56 個体、ｴｿﾞｲﾀﾔ-ﾐｽﾞﾅﾗ林(天然林 1・天然林 2)が 12 種 82

個体、ﾊｼﾄﾞｲ-ﾔﾁﾀﾞﾓ林(天然林 3・天然林 4)が 8種 45 個体。 

⑤ 生息環境区分（森林性、非森林性）によるオサムシ科の種数・捕獲個体数 

［種数］･･･調査地⑬と天然林で森林性種の割合大きい。    

［捕獲個体数］･･･調査地⑩は森林性種と非森林性種が同程度出現。それ以外の調査

地では森林性種が多い。 

⑥ 森林性種が全体に占める割合が高い調査地は、立木密度が高く、林冠が閉鎖した比

較的暗い環境である。 

 

2．過年度調査結果と

の比較 

① 調査時期は 7月のみ一致。 

② オサムシ科出現種数は H21 年度が 24 種、H20 年度が 25 種、H19 年度が 12 種である。 

捕獲個体数は H21 年度が 308 個体、H20 年度が 214 個体、H19 年度が 411 個体である。 

③ 生息環境区分別の種数・捕獲個体数の変化 

［種数］･･･H21 年度は森林性 12 種(50.0％)、非森林性 12 種(50.0％)。H20 年度は

森林性 13 種(52.0％)、非森林性 12 種(48.0％)。H19 年度は森林性 7種(58.3％)、

非森林性 5種(41.7％)。 

［捕獲個体数］･･･H21 年度は森林性 238 個体(77.3％)、非森林性 70 個体(22.7％)。

H20 年度は森林性 77 個体(36.0％)、非森林性 137 個体(64.0％)。H19 年度は森林

性 360 個体(87.6％)、非森林性 51 個体(12.4％)。 

④ 7 月調査時のみの植生区分別比較 

［種数］…ササ草原(調査地⑩・⑪)は H19 年度から変化なし(8 種→8種→8種)。二

次林(調査地⑫・⑬)は減少傾向(10 種→7 種→5 種)。ｴｿﾞｲﾀﾔ-ﾐｽﾞﾅﾗ林(天然林 1・

天然林 2)は H20 年度に一度増加、H21 年度に減少(7 種→11 種→6種)。 

［捕獲個体数］･･･ササ草原では H20 年度は H19 年度に比べ半減し、H21 年度は再び

増加したものの H19 年度比の約 56％に減少(80→36→45)。二次林では H20 年度に

H19年度比20％に大幅減少し、H21年度は再び増加したもののH19年度比の約33％

に減少（49→11→16）。ｴｿﾞｲﾀﾔ-ﾐｽﾞﾅﾗ林は減少傾向が顕著。H21 年度は H19 年度比

の約 23％であった(100→40→23)。 

⑤ 7 月調査時のみの植生区分別のオサムシ科生息環境区分の変移を見ると、全ての植生

区分で森林性種の割合に減少傾向が見られる。また、森林性種の捕獲個体数も植生

区分の違いに関わらず、H19 年度以降、減少傾向にある。 
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 3.4 森林再生の指標となる種 

今後の森林再生の指標となる種を選定するため、今年度調査および過年度調査で確認された

オサムシ科の中から森林性種を抽出したものを表 3-4-1 に、非森林性種を抽出したものを表

3-4-2 に示した。 

 

表 3-4-1 確認された森林性オサムシ科（平成 19年度～平成 21年度） 

No. 
調査年度 

和名 
平成 21 年度 平成 20 年度 平成 19 年度 

1 セダカオサムシ ○ ○  

2 エゾアカガネオサムシ ○ ○ ○ 

3 エゾマイマイカブリ ○ ○ ○ 

4 オクエゾクロナガオサムシ ○ ○  

5 ヒメクロオサムシ ○ ○ ○ 

6 キノカワゴミムシ ○   

7 エゾマルガタナガゴミムシ ○ ○  

8 アトマルナガゴミムシ ○ ○ ○ 

9 オオクロナガゴミムシ  ○  

10 マルガタナガゴミムシ  ○ ○ 

11 ツンベルグナガゴミムシ ○ ○  

12 マルガタツヤヒラタゴミムシ   ○ 

13 クロツヤヒラタゴミムシ  ○  

14 コクロツヤヒラタゴミムシ ○ ○ ○ 

15 オオクロツヤヒラタゴミムシ ○   

16 アイヌゴモクムシ ○ ○  

  12 種 13 種 7 種 
注)森林性種の選定は「孤立林のオサムシ科甲虫群集の特性／北海道開拓記念館研究紀要第 31 号」（堀繁久,2003）の

内容に従った。 

 

表 3-4-2 確認された非森林性オサムシ科（平成 19 年度～平成 21 年度） 

No. 
調査年度 

和名 
平成 21 年度 平成 20 年度 平成 19 年度 

1 コブスジアカガネオサムシ ○ ○  

2 ツノヒゲゴミムシ  ○  

3 ヒラタキイロチビゴミムシ ○   

4 ウスモンコミズギワゴミムシ ○   

5 コホソナガゴミムシ ○   

6 コガシラナガゴミムシ ○ ○ ○ 

7 ツヤムネナガゴミムシ ○ ○ ○ 

8 キンナガゴミムシ ○ ○ ○ 

9 オオキンナガゴミムシ ○ ○  

10 アシミゾヒメヒラタゴミムシ ○ ○  

11 エゾヒメヒラタゴミムシ  ○  

12 ムネナガマルガタゴミムシ  ○  

13 クビアカツヤゴモクムシ ○   

14 ニシオツヤゴモクムシ  ○  

15 チビカタキバゴミムシ ○   

16 コヨツボシゴミムシ  ○ ○ 

17 アオゴミムシ  ○ ○ 

18 チャバネホソアトキリゴミムシ ○   

  12 種 12 種 5 種 
注)非森林性種の選定は「孤立林のオサムシ科甲虫群集の特性／北海道開拓記念館研究紀要第 31 号」（堀繁久,2003）

の内容に従った。 
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平成 19 年度～平成 21 年度の調査地を環境によって「草原または疎林」と「樹林地」とに

区分した。森林性のオサムシ科の捕獲個体数を出現環境別に整理したものを表 3-4-3 に示す。

同様に非森林性のオサムシ科については表 3-4-4 に示す。 

この結果を見ると森林性でありながら、「草原または疎林」環境で捕獲された種は多いが、

非森林性で「樹林地」環境で捕獲された種は少ないことがわかる。 

 

表 3-4-3 オサムシ科の確認環境別捕獲個体数（森林性種） 

No. 

調査年度 

和名 
平成 21 年度 平成 20 年度 平成 19 年度 

環境 
草原または

疎林 
樹林地 

草原または
疎林 

樹林地 
草原または

疎林 
樹林地 

調査地 ⑩⑪⑫⑬ 1･2･3･4 
⑩⑪⑫-1 
⑫-2,⑬-1 

⑬-2 
1･2 

⑩⑪⑫-1 
⑫-2,⑬-1 

⑬-2 
1･2 

1 ｾﾀﾞｶｵｻﾑｼ 14 11 1 2   

2 ｴｿﾞｱｶｶﾞﾈｵｻﾑｼ  2  1 90 28 

3 ｴｿﾞﾏｲﾏｲｶﾌﾞﾘ 4  3 1 19 5 

4 ｵｸｴｿﾞｸﾛﾅｶﾞｵｻﾑｼ  14  1   

5 ﾋﾒｸﾛｵｻﾑｼ 7 35 6 6 8 6 

6 ｷﾉｶﾜｺﾞﾐﾑｼ 1 9     

7 ｴｿﾞﾏﾙｶﾞﾀﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ  20 8 11   

8 ｱﾄﾏﾙﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ 31 4 6  14 5 

9 ｵｵｸﾛﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ   3 4   

10 ﾏﾙｶﾞﾀﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ   2 7 19 61 

11 ﾂﾝﾍﾞﾙｸﾞﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ  13  2   

12 ﾏﾙｶﾞﾀﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ     1  

13 ｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ   1 1   

14 ｺｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ 58 13  7 54 50 

15 ｵｵｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ 1      

16 ｱｲﾇｺﾞﾓｸﾑｼ 1  3 1   

 

表 3-4-4 オサムシ科の確認環境別捕獲個体数（非森林性種） 

No. 

調査年度 

和名 
平成 21 年度 平成 20 年度 平成 19 年度 

環境 
草原または

疎林 
樹林地 

草原または

疎林 
樹林地 

草原または

疎林 
樹林地 

調査地 ⑩⑪⑫⑬ 1･2･3･4 
⑩⑪⑫-1 
⑫-2,⑬-1 

⑬-2 
1･2 

⑩⑪⑫-1 
⑫-2,⑬-1 

⑬-2 
1･2 

1 ｺﾌﾞｽｼﾞｱｶｶﾞﾈｵｻﾑｼ 41 3 71 11   

2 ﾂﾉﾋｹﾞｺﾞﾐﾑｼ   1    

3 ﾋﾗﾀｷｲﾛﾁﾋﾞｺﾞﾐﾑｼ 1      

4 ｳｽﾓﾝｺﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ 1      

5 ｺﾎｿﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ 1      

6 ｺｶﾞｼﾗﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ 9 1 11 4 24 6 

7 ﾂﾔﾑﾈﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ  1 5  7 2 

8 ｷﾝﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ 4  16 1 9  

9 ｵｵｷﾝﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ 1  1    

10 ｱｼﾐｿﾞﾋﾒﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ 3  1    

11 ｴｿﾞﾋﾒﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ   3    

12 ﾑﾈﾅｶﾞﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ   8    

13 ｸﾋﾞｱｶﾂﾔｺﾞﾓｸﾑｼ 1      

14 ﾆｼｵﾂﾔｺﾞﾓｸﾑｼ   1    

15 ﾁﾋﾞｶﾀｷﾊﾞｺﾞﾐﾑｼ  1     

16 ｺﾖﾂﾎﾞｼｺﾞﾐﾑｼ   1  2  

17 ｱｵｺﾞﾐﾑｼ   2  1  

18 ﾁｬﾊﾞﾈﾎｿｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ 2      



 -30-

「樹林地」環境でしか捕獲されていない種は、オクエゾクロナガオサムシ、ツンベルグナガ

ゴミムシの 2 種のみである。この 2 種は北海道内の森林に普遍的に生息する一般的な地表性甲

虫である。草原環境や小さな孤立林には生息せず、安定した森林環境の内部に生息するため、

雷別地区における今後の森林再生の指標に適している。この 2種は安定した森林環境が復元さ

れれば生息数が増えると考えられる。一方、ヒメクロオサムシは代表的な森林性種であるが、

疎林環境でも確認されることも多い。今後、森林再生に伴い立木密度が高くなると、生息数は

より増加するものと考えられる。 

非森林性種の代表種としては、コブスジアカガネオサムシ、コガシラナガゴミムシ、キンナ

ガゴミムシの 3種があげられる。このうち前者 2種は、森林再生に伴って森林環境が増加する

と生息数は減少するが、林縁部では今後も生息すると考えられる。一方、キンナガゴミムシは

一般的に草原環境や耕作地周辺で見られる種であり、森林再生に伴って、森林環境が発達する

と、いち早く姿を消す種と考えられる。 

これら森林再生の指標となりうる 6種の動態予測を表 3-4-5 に、個体写真および一般生態を

図 3-4-1 に示す。 

 

表 3-4-5 森林再生の指標となりうる 6種の動態予測 

オサムシ科

の生息環境 

区分 

指標種 

現在                          将来 

ササ草原       疎林              樹林地 

森林性種 

ｵｸｴｿﾞｸﾛﾅｶﾞｵｻﾑｼ  

ﾂﾝﾍﾞﾙｸﾞﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ  

ﾋﾒｸﾛｵｻﾑｼ  

非森林性種 

ｺﾌﾞｽｼﾞｱｶｶﾞﾈｵｻﾑｼ  

ｺｶﾞｼﾗﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ  

ｷﾝﾅﾝｶﾞｺﾞﾐﾑｼ  

 

安定した森林環境に出現 

安定した森林環境に出現 

立木密度が高くなるとより増加する 

立木密度が高くなると減少する 

立木密度が高くなると減少する 

木本や林床植生が発達すると消滅 
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オクエゾクロナガオサムシ 

 【Leptocarabus arboreus pararboreus】 

ツンベルグナガゴミムシ 

 【Pterostichus thunbergi】 

ヒメクロオサムシ 

 【Leptocarabus opaculus opaculus】 

キタクロナガオサムシの北海道東部亜
種。主に平地から標高 500ｍ程度の森林
帯に生息する。草原や湿原には分布し
ない。成虫越冬する。体長 23mm～33mm。 

国内では北海道のみに分布するナガゴ
ミムシ亜科の一種。北海道の森林帯に
は広く分布する。体長 12mm～17mm。 

基亜種ヒメクロオサムシは北海道のみ
に分布する。北海道の平地から高山ま
での森林帯に広く分布する。体長 15mm
～20mm。 

   

コブスジアカガネオサムシ 

 【Carabus conciliator hokkaidensis】 

コガシラナガゴミムシ 

 【Pterostichus microcephalus】 

キンナガゴミムシ 

 【Pterostichus planicollis】 

国内では北海道にのみ分布する。生息
域は原野、湿原、森林帯と幅広い。体
長 18mm～24mm。 

国内各地で普通な種。主に河川敷や湿
地周辺の草地環境に生息する。体長
8.5mm～11mm。 

国内各地で普通な種。主に平地の耕作
地に多い。体長 10mm～13mm。 

図 3-4-1 森林再生の指標となりうる 6種 
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 3.5 今後の調査で留意すべき事項 

今年度調査は、過去 2年の調査と比べて、調査時期や調査地が異なる点において、単純な昨

年度との比較は難しいと思われる。このため、今年度調査結果と過年度調査結果を同一時期、

同一地点でのみ比較すると、全ての植生区分［ササ草原（調査地⑩・⑪）、二次林（調査地⑫・

⑬）、エゾイタヤ－ミズナラ林（天然林 1・天然林 2）］で森林性種の割合に減少傾向が見られ

た。また、森林性種の捕獲個体数も植生区分の違いに関わらず、H19 年度以降、減少傾向にあ

った。 

この様なオサムシ科出現状況の把握は今後もモニタリングするべきであり、最低限、前年度

の調査地、調査方法は踏襲した方が良いと考えられる。 

したがって、今後の調査において留意すべき事項は、継続調査地点を決め、同一時期に調査

を行うことを基本として、「環境要素（植生、土壌含水率、落葉層など）の記録」、「3 季（6 月・

7 月・8 月）の調査」が必要と考えられる。 

 

 

 

 

 



昆虫類総目録

調査地⑩ 調査地⑪ 調査地⑫ 調査地⑬ 天然林1 天然林2 天然林3 天然林4 調査地⑩ 調査地⑪ 調査地⑫ 調査地⑬ 天然林1 天然林2 天然林3 天然林4
1 2 3 4 5 6 7 8 9 # 1 2 3 4 5 6 7 8 9 # 1 2 3 4 5 6 7 8 9 # 1 2 3 4 5 6 7 8 9 # 1 2 3 4 5 6 7 8 9 # 1 2 3 4 5 6 7 8 9 # 1 2 3 4 5 6 7 8 9 # 1 2 3 4 5 6 7 8 9 # 1 2 3 4 5 6 7 8 9 # 1 2 3 4 5 6 7 8 9 # 1 2 3 4 5 6 7 8 9 # 1 2 3 4 5 6 7 8 9 # 1 2 3 4 5 6 7 8 9 # 1 2 3 4 5 6 7 8 9 # 1 2 3 4 5 6 7 8 9 # 1 2 3 4 5 6 7 8 9 #

バッタ ヒシバッタ ヒシバッタ Tetrix japonica 1
ハサミムシ クギヌキハサミムシ コブハサミムシ Anechura harmandi 1 1 1
チャタテムシ － チャタテムシ目 PSOCOPTERA 1
カメムシ ウンカ ウンカ科 Delphacidae 1 1 1 1

セミ コエゾゼミ Tibicen bihamatus 1
アワフキムシ モンキアワフキ Yezophora flavomaculata 1
ヒラタヨコバイ クロサジヨコバイ Planaphrodes nigricans 1 1
カンムリヨコバイ クロキスジカンムリヨコバイ Evacanthus fatuus 1 1 1 1
ヨコバイ ヨコバイ科 Deltocephalidae 1 1
ナガカメムシ コゲチャナガカメムシ Drymus brunneus oblongus 1 1 1 1 2 1 1

ナガカメムシ科 Lygaeidae 1
コウチュウ オサムシ セダカオサムシ Cychrus morawitzi morawitzi 1 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 2 1 3

コブスジアカガネオサムシ Carabus conciliator hokkaidensis 5 4 3 2 1 2 4 1 1 7 1 2 2 2 1 3 1 1 1
エゾアカガネオサムシ Carabus granulatus yezoensis 2
エゾマイマイカブリ Damaster blaptoides rugipennis 1 1 1 1
オクエゾクロナガオサムシ Leptocarabus arboreus pararboreus 1 2 2 1 1 1 2 1 1 1 1
ヒメクロオサムシ Leptocarabus opaculus opaculus 1 2 1 1 3 1 1 3 3 2 5 5 5 1 1 1 1 3 1 1
キノカワゴミムシ Leistus niger alecto 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
ヒラタキイロチビゴミムシ Trechus ephippiatus 1
ウスモンコミズギワゴミムシ Tachyra fuscicauda 1
エゾマルガタナガゴミムシ Pterostiehus adstrictus 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 2 3 1 1 2
コホソナガゴミムシ Pterostichus longinquus 1
コガシラナガゴミムシ Pterostichus microcephalus 1 1 1 2 1 1 1 2
ツヤムネナガゴミムシ Pterostichus neglectus 1
アトマルナガゴミムシ Pterostichus orientalis jessoensis 1 1 1 1 2 4 1 2 1 2 2 1 2 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1
キンナガゴミムシ Pterostichus planicollis 1 1 1 1
オオキンナガゴミムシ Pterostichus samurai 1
ツンベルグナガゴミムシ Pterostichus thunbergi 3 1 2 2 1 1 1 1 1
アシミゾヒメヒラタゴミムシ Agonum thoreyi nipponicum 1 1 1
コクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus melantho 1 2 5 2 3 3 1 3 1 4 2 4 2 1 1 1 3 5 1 1 4 1 6 1 3 4 3 1 2
オオクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus nitidus 1
アイヌゴモクムシ Harpalus duadripunctatus 1
クビアカツヤゴモクムシ Trichotichnus longitarsis 1
チビカタキバゴミムシ Badister nakayamai 1
チャバネホソアトキリゴミムシ Dromius ruficollis 1 1

ゲンゴロウ チャイロシマチビゲンゴロウ Potamonectes anchoralis 1
タマキノコムシ アカタマキノコムシ Leiodes alpicola 1
チビシデムシ ヒレルチビシデムシ Catops hilleri 1 1 3 3 1

ミヤマチビシデムシ Catops sparcepunctatus 1 1
ホソムネコチビシデムシ Mesocatops japonicus 1 2 1 7 1 3 1 3 1 1

シデムシ クロヒラタシデムシ Phosphuga atrata 1
ヒラタシデムシ Silpha paerforata venatoria 1 2 1 2 1 2 1 5 1 3 2 1 2 2 1 2 1 1 1 1 1 2 1 1 1

ハネカクシ カラカネツヤメダカハネカクシ Stenus mercator 1
オオマルズハネカクシ Domene crassicornis 1 1 1 1 2
コマルズハネカクシ Domene curtipennis 1 1
エゾアリガタハネカクシ Paederus parallelus 1 1 1
オオアカバハネカクシ Agelosus carinatus carinatus 1 2 1 1 1
ムネビロハネカクシ Algon grandicollis 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
ツヤケシブチヒゲハネカクシ Anisolinus elegans 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2
ツマグロアカバハネカクシ Hesperus tiro 1 1
アカアシオオメハネカクシ Indoquedius praeditus 1 1 1 1 1 1
ヒメクロハネカクシ Ocypus brevicornis 1
ドウバネコガシラハネカクシ Philonthus cunuctator 1 1 2 2 1 3 3 1 8 2 1 1 2 1 2 1 4 1 2 4 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 7 1
トゲツメコガシラハネカクシ Philonthus nakanei 1
ムネスジコガシラハネカクシ Philonthus rutiliventris 1 1
ナミクシヒゲハネカクシ Velleius dilatatus 1
カタモンキノコハネカクシ Bolitobius setiger 1
アカイクビハネカクシ Bryoporus gracilis 1
キタマルクビハネカクシ Tachinus pallipes rishirianus 1 1 1 1 1 1 1
Aleochara属の一種 Aleochara  sp. 2
Pella kidaorum Pella kidaorum 1
ハネカクシ科 Staphylinidae 2 1 1 1 1 1 2 2 2 1 1 1 3 4 1 8 2 1 1 1 1 1 3 1 1 1

アリヅカムシ Lasinus属の一種 Lasinus  sp. 1
アリヅカムシ科 Pselaphidae 1

マルハナノミダマシ ツマアカマルハナノミダマシ Eucinetus haemorrhoidalis 1
クワガタムシ マダラクワガタ Aesalus asiaticus asiaticus 1
センチコガネ オオセンチコガネ Geotrupes auratus 1 1 1 2 1

センチコガネ Geotrupes laevistriatus 1 2 1 1 1 4 4 3 1 1 1 1 1 1 3 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 2 1 2 1 1 2 2 4 4 1 1 1 1
コガネムシ マエカドコエンマコガネ Caccobius jessoensis 1 1

クロスジチャイロコガネ Sericania fuscolineata fuscolineata 1 1
アオウスチャコガネ Phyllopertha intermixta 1

ベニボタル コウノジュウジベニボタル Lopheros konoi 1
ケシキスイ クロハナケシキスイ Carpophilus chalybeus 1

ナミヒラタケシキスイ Epuraea pellax 1
ハナノミ ハナノミ科 Mordellidae 1
カミキリモドキ キクビカミキリモドキ Xanthochroa atriceps 1
カミキリムシ ニイジマチビカミキリ Egesina bifasciana bifasciana 1
ハムシ ヒゲナガウスバハムシ Stenoluperus nipponensis 1

ツブノミハムシ Aphthona perminuta 1
ヒロアシタマノミハムシ Sphaeroderma tarsatum 1

ゾウムシ コブヒゲボソゾウムシ Phyllobius picipes 1 1
ハチ コマユバチ コマユバチ科 Braconidae 1 1 4

ヒメバチ ヒメバチ科 Ichneumonidae 2 1 1 2 1 1 1 2 1
アリバチ アリバチ科 Mutillidae 1 1
アリ カドフシアリ Myrmecina graminicola nipponica 1

シワクシケアリ Myrmica kotokui 1 2 3 2 4 # 3 4 4 1 4 1 2 2 3 5 2 2 1 3 3 9 4 3 1 7 2 3 3 1 4 3 1 1 4 4 1 1 4 1 2 1 1 2 1 4 5 1 2 2 4 3 3 3 # 1 1 4 7 1 # 3 4 4 9 5 3 5 2 1 9 7 3 5 5 2 1 1 4 1 4 6 5 1 4 1 1 5 4 4 2 7 7 4 4 7 1 8 9 6 1 1 1 3 9 3 # 2 4 7 4 3 3 1 6 3 4 3 1 #
ハヤシナガアリ Stenamma owstomi 4
クロオオアリ Camponotus japonicus 1
ムネアカオオアリ Camponotus obscuripes 1 2 1
ケズネアカヤマアリ Formica truncorum 1
クロヤマアリ Formica japonica 1 4 2 1 2 1 1
クロクサアリ Lasius fuliginosus 3 1 1
クサアリモドキ Lasius spathepus 1 1 1 1 1 1 2 1
トビイロケアリ Lasius niger 1 1 5 2 1 2 1 1

ベッコウバチ ベッコウバチ科 Pompilidae 1
アナバチ アイヌギングチバチ Crossocerus malaisei 1
－ ハチ目 HYMENOPTERA 1 1 1 1 2 1 2 2 1 3 3 1 1 1 3 2 2 4 4 4 2 1 2

ハエ ヌカカ ヌカカ科 Ceratopogonidae 1
カバエ マダラカバエ Sylvicola japonicus 1 1
キノコバエ キノコバエ科 Mycetophilidae 1 1 1 1 1 1
ムシヒキアブ チャイロムシヒキ Eutolmus brevistylus 1
アシナガバエ アシナガバエ科 Dolichopodidae 1
ハナアブ ハナアブ科 Syrphidae 1
ツヤホソバエ ヒトテンツヤホソバエ Sepsis monostigma 4 1
シマバエ ヤブクロシマバエ Minettia longipennis 2

シマバエ科 Lauxaniidae 1
ショウジョウバエ ショウジョウバエ科 Drosophilidae 1 1 1
トゲハナバエ トゲハネバエ科 Heleomyzidae 1 1 2 1 1 4 2 4 4 2 3 2 4 7 1 1 2 5 2 4 1 4 7
イエバエ セアカクロバエ Muscina assimilis 1 1 1

オオイエバエ Muscina stabulans 1
キタミドリイエバエ Neomyia cornicina 1
コシアキトゲアシイエバエ Phaonia luteovittata 1 2 1 1 1 2 1
アグイホソイエバエ Helina aguii 2
セスジホソイエバエ Helina reversio 2 1 1 1 1
イエバエ科 Muscidae 1 1 2 1 5 1 1 1 3 1 1 1 2 1 1 1 1 1 2 1 1 1

クロバエ ミヤマキンバエ Lucilia papuensis 1 1
エゾクロバエ Onesia hokkaidensis 1 1 1 1
ウズキイエバエモドキ Paradichosia pusilla 1 1

ニクバエ シリタカニクバエ Sarcophaga shiritakaensis 1
ヤドリバエ ヤドリバエ科 Lonchopteridae 1
－ ハエ目 DIPTERA 1 1 1 1 1 1 1 2 4 2 5 1 2 1 1 1 1 1 1 3 1 2 2 2 3 2 2 2 2 2 1 1 1 2 1 3 4 1 2 1 5 3 1 3 2 7 5 1 2

チョウ ジャノメチョウ クロヒカゲ Lethe diana diana 1 1 1 1 1 1
ヤマキマダラヒカゲ Neope niphonica niphonica 1

シャクガ シャクガ科 Geometridae 1
6 4 3 9 5 6 5 6 7 5 3 2 3 6 3 0 0 2 4 6 6 3 4 4 3 6 6 3 7 5 3 5 5 3 5 6 4 6 5 5 7 5 6 7 8 6 3 1 4 4 3 4 3 2 3 4 3 2 3 0 3 3 4 5 1 3 2 2 1 1 7 5 0 3 3 1 0 2 3 2 # 7 6 9 2 # 6 7 4 4 7 8 3 7 7 3 6 4 2 2 7 3 5 7 3 5 6 4 4 2 6 3 4 2 1 4 5 7 # 4 2 4 3 5 5 6 6 4 5 4 6 3 4 3 4 3 2 3 6 6 4 6 5 6 7 5 3 7 2 # 9 6 8 5 6 8 6 5 5 7
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昆虫類目録(7月)

調査地⑩ 調査地⑪ 調査地⑫ 調査地⑬ 天然林1 天然林2 天然林3 天然林4
和　　　　　名 学　　　　　　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

バッタ ヒシバッタ ヒシバッタ Tetrix japonica 1
ハサミムシ クギヌキハサミムシ コブハサミムシ Anechura harmandi 1
チャタテムシ － チャタテムシ目 PSOCOPTERA 1
カメムシ セミ コエゾゼミ Tibicen bihamatus 1

ヒラタヨコバイ クロサジヨコバイ Planaphrodes nigricans 1
ナガカメムシ ナガカメムシ科 Lygaeidae 1

コウチュウ オサムシ セダカオサムシ Cychrus morawitzi morawitzi 1
コブスジアカガネオサムシ Carabus conciliator hokkaidensis 5 4 3 2 1 2 4 1 1 7 1 2 2 2 1 3
エゾアカガネオサムシ Carabus granulatus yezoensis 2
エゾマイマイカブリ Damaster blaptoides rugipennis 1 1 1 1
ヒメクロオサムシ Leptocarabus opaculus opaculus 1 2
キノカワゴミムシ Leistus niger alecto 1
ウスモンコミズギワゴミムシ Tachyra fuscicauda 1
エゾマルガタナガゴミムシ Pterostiehus adstrictus 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 2 3
コホソナガゴミムシ Pterostichus longinquus 1
コガシラナガゴミムシ Pterostichus microcephalus 1 1 1 2 1 1 1
ツヤムネナガゴミムシ Pterostichus neglectus 1
アトマルナガゴミムシ Pterostichus orientalis jessoensis 1 1 1
キンナガゴミムシ Pterostichus planicollis 1
オオキンナガゴミムシ Pterostichus samurai 1
ツンベルグナガゴミムシ Pterostichus thunbergi 3 1 2 2 1 1 1 1
アシミゾヒメヒラタゴミムシ Agonum thoreyi nipponicum 1 1 1
コクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus melantho 1
チビカタキバゴミムシ Badister nakayamai 1

チビシデムシ ヒレルチビシデムシ Catops hilleri 1
ミヤマチビシデムシ Catops sparcepunctatus 1 1

シデムシ クロヒラタシデムシ Phosphuga atrata 1
ヒラタシデムシ Silpha paerforata venatoria 1 2 1 2 1 2 1 5 1 3 2 1 2 2 1 2 1 1 1 1 1 2 1 1 1

ハネカクシ オオマルズハネカクシ Domene crassicornis 1 1 1 1 2
コマルズハネカクシ Domene curtipennis 1 1
エゾアリガタハネカクシ Paederus parallelus 1 1 1
オオアカバハネカクシ Agelosus carinatus carinatus 1 2 1
ムネビロハネカクシ Algon grandicollis 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
ツヤケシブチヒゲハネカクシ Anisolinus elegans 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
ツマグロアカバハネカクシ Hesperus tiro 1 1
アカアシオオメハネカクシ Indoquedius praeditus 1 1 1 1 1 1
ドウバネコガシラハネカクシ Philonthus cunuctator 1 1 2 2 1 3 3 1 8 2 1 1 2 1 2 1 4 1 2 4 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1
トゲツメコガシラハネカクシ Philonthus nakanei 1
ムネスジコガシラハネカクシ Philonthus rutiliventris 1
カタモンキノコハネカクシ Bolitobius setiger 1
キタマルクビハネカクシ Tachinus pallipes rishirianus 1 1 1 1 1
Aleochara属の一種 Aleochara  sp. 2
Pella kidaorum Pella kidaorum 1
ハネカクシ科 Staphylinidae 2 1 1 1 1 1 2 2 2 1 1 1 3 4 1 8 2 1 1

マルハナノミダマシ ツマアカマルハナノミダマシ Eucinetus haemorrhoidalis 1
クワガタムシ マダラクワガタ Aesalus asiaticus asiaticus 1
センチコガネ オオセンチコガネ Geotrupes auratus 1 1 1

センチコガネ Geotrupes laevistriatus 1 2 1 1 1 4 4 3 1 1 1 1 1 1 3 2 1 1
コガネムシ マエカドコエンマコガネ Caccobius jessoensis 1 1

クロスジチャイロコガネ Sericania fuscolineata fuscolineata 1 1
アオウスチャコガネ Phyllopertha intermixta 1

ベニボタル コウノジュウジベニボタル Lopheros konoi 1
カミキリモドキ キクビカミキリモドキ Xanthochroa atriceps 1
ハムシ ヒゲナガウスバハムシ Stenoluperus nipponensis 1
ゾウムシ コブヒゲボソゾウムシ Phyllobius picipes 1

ハチ アリ シワクシケアリ Myrmica kotokui 1 2 3 2 4 10 3 4 4 1 4 1 2 2 3 5 2 2 1 3 3 9 4 3 1 7 2 3 3 1 4 3 1 1 4 4 1 1 4 1 2 1 1 2 1 4 5 1 2 2 4 3
クロオオアリ Camponotus japonicus 1
ムネアカオオアリ Camponotus obscuripes 1 2
クロヤマアリ Formica japonica 1 4 2 1 2 1
クロクサアリ Lasius fuliginosus 3
クサアリモドキ Lasius spathepus 1
トビイロケアリ Lasius niger 1 1 5 2

－ ハチ目 HYMENOPTERA 1 1
ハエ イエバエ コシアキトゲアシイエバエ Phaonia luteovittata 1

クロバエ ミヤマキンバエ Lucilia papuensis 1
エゾクロバエ Onesia hokkaidensis 1

－ ハエ目 DIPTERA 1 1 1 1 1 1 1 2 4 2 5 1
6 4 3 9 5 6 5 6 7 5 3 2 3 6 3 0 0 2 4 6 6 3 4 4 3 6 6 3 7 5 3 5 5 3 5 6 4 6 5 5 7 5 6 7 8 6 3 1 4 4 3 4 3 2 3 4 3 2 3 0 3 3 4 5 1 3 2 2 1 1 7 5 0 3 3 1 0 2 3 2
種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種

科　　　名
種　　　　　　　　　名

目　　名

64種21科7目
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昆虫類目録(8月)

調査地⑩ 調査地⑪ 調査地⑫ 調査地⑬ 天然林1 天然林2 天然林3 天然林4
和　　　　　名 学　　　　　　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ハサミムシ クギヌキハサミムシ コブハサミムシ Anechura harmandi 1 1
カメムシ ウンカ ウンカ科 Delphacidae 1 1 1 1

アワフキムシ モンキアワフキ Yezophora flavomaculata 1
ヒラタヨコバイ クロサジヨコバイ Planaphrodes nigricans 1
カンムリヨコバイ クロキスジカンムリヨコバイ Evacanthus fatuus 1 1 1 1
ヨコバイ ヨコバイ科 Deltocephalidae 1 1
ナガカメムシ コゲチャナガカメムシ Drymus brunneus oblongus 1 1 1 1 2 1 1

コウチュウ オサムシ セダカオサムシ Cychrus morawitzi morawitzi 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 2 1 3
コブスジアカガネオサムシ Carabus conciliator hokkaidensis 1 1 1
オクエゾクロナガオサムシ Leptocarabus arboreus pararboreus 1 2 2 1 1 1 2 1 1 1 1
ヒメクロオサムシ Leptocarabus opaculus opaculus 1 1 3 1 1 3 3 2 5 5 5 1 1 1 1 3 1 1
キノカワゴミムシ Leistus niger alecto 1 1 1 1 1 1 1 1 1
ヒラタキイロチビゴミムシ Trechus ephippiatus 1
エゾマルガタナガゴミムシ Pterostiehus adstrictus 1 1 2
コガシラナガゴミムシ Pterostichus microcephalus 2
アトマルナガゴミムシ Pterostichus orientalis jessoensis 1 2 4 1 2 1 2 2 1 2 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1
キンナガゴミムシ Pterostichus planicollis 1 1 1
ツンベルグナガゴミムシ Pterostichus thunbergi 1
コクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus melantho 2 5 2 3 3 1 3 1 4 2 4 2 1 1 1 3 5 1 1 4 1 6 1 3 4 3 1 2
オオクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus nitidus 1
アイヌゴモクムシ Harpalus duadripunctatus 1
クビアカツヤゴモクムシ Trichotichnus longitarsis 1
チャバネホソアトキリゴミムシ Dromius ruficollis 1 1

ゲンゴロウ チャイロシマチビゲンゴロウ Potamonectes anchoralis 1
タマキノコムシ アカタマキノコムシ Leiodes alpicola 1
チビシデムシ ヒレルチビシデムシ Catops hilleri 1 3 3 1

ホソムネコチビシデムシ Mesocatops japonicus 1 2 1 7 1 3 1 3 1 1
ハネカクシ カラカネツヤメダカハネカクシ Stenus mercator 1

オオアカバハネカクシ Agelosus carinatus carinatus 1 1
ムネビロハネカクシ Algon grandicollis 1
ツヤケシブチヒゲハネカクシ Anisolinus elegans 2
ヒメクロハネカクシ Ocypus brevicornis 1
ドウバネコガシラハネカクシ Philonthus cunuctator 7 1
ムネスジコガシラハネカクシ Philonthus rutiliventris 1
ナミクシヒゲハネカクシ Velleius dilatatus 1
アカイクビハネカクシ Bryoporus gracilis 1
キタマルクビハネカクシ Tachinus pallipes rishirianus 1 1
ハネカクシ科 Staphylinidae 1 1 1 3 1 1 1

アリヅカムシ Lasinus属の一種 Lasinus  sp. 1
アリヅカムシ科 Pselaphidae 1

センチコガネ オオセンチコガネ Geotrupes auratus 2 1
センチコガネ Geotrupes laevistriatus 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 2 1 2 1 1 2 2 4 4 1 1 1 1

ケシキスイ クロハナケシキスイ Carpophilus chalybeus 1
ナミヒラタケシキスイ Epuraea pellax 1

ハナノミ ハナノミ科 Mordellidae 1
カミキリムシ ニイジマチビカミキリ Egesina bifasciana bifasciana 1
ハムシ ツブノミハムシ Aphthona perminuta 1

ヒロアシタマノミハムシ Sphaeroderma tarsatum 1
ゾウムシ コブヒゲボソゾウムシ Phyllobius picipes 1

ハチ コマユバチ コマユバチ科 Braconidae 1 1 4
ヒメバチ ヒメバチ科 Ichneumonidae 2 1 1 2 1 1 1 2 1
アリバチ アリバチ科 Mutillidae 1 1
アリ カドフシアリ Myrmecina graminicola nipponica 1

シワクシケアリ Myrmica kotokui 3 3 11 1 1 4 7 1 12 3 4 4 9 5 3 5 2 1 9 7 3 5 5 2 1 1 4 1 4 6 5 1 4 1 1 5 4 4 2 7 7 4 4 7 1 8 9 6 1 1 1 3 9 3 10 2 4 7 4 3 3 1 6 3 4 3 1 11
ハヤシナガアリ Stenamma owstomi 4
ムネアカオオアリ Camponotus obscuripes 1
ケズネアカヤマアリ Formica truncorum 1
クロヤマアリ Formica japonica 1
クロクサアリ Lasius fuliginosus 1 1
クサアリモドキ Lasius spathepus 1 1 1 1 1 2 1
トビイロケアリ Lasius niger 1 2 1 1

ベッコウバチ ベッコウバチ科 Pompilidae 1
アナバチ アイヌギングチバチ Crossocerus malaisei 1
－ ハチ目 HYMENOPTERA 1 1 2 1 2 2 1 3 3 1 1 1 3 2 2 4 4 4 2 1 2

ハエ ヌカカ ヌカカ科 Ceratopogonidae 1
カバエ マダラカバエ Sylvicola japonicus 1 1
キノコバエ キノコバエ科 Mycetophilidae 1 1 1 1 1 1
ムシヒキアブ チャイロムシヒキ Eutolmus brevistylus 1
アシナガバエ アシナガバエ科 Dolichopodidae 1
ハナアブ ハナアブ科 Syrphidae 1
ツヤホソバエ ヒトテンツヤホソバエ Sepsis monostigma 4 1
シマバエ ヤブクロシマバエ Minettia longipennis 2

シマバエ科 Lauxaniidae 1
ショウジョウバエ ショウジョウバエ科 Drosophilidae 1 1 1
トゲハナバエ トゲハネバエ科 Heleomyzidae 1 1 2 1 1 4 2 4 4 2 3 2 4 7 1 1 2 5 2 4 1 4 7
イエバエ セアカクロバエ Muscina assimilis 1 1 1

オオイエバエ Muscina stabulans 1
キタミドリイエバエ Neomyia cornicina 1
コシアキトゲアシイエバエ Phaonia luteovittata 2 1 1 1 2 1
アグイホソイエバエ Helina aguii 2
セスジホソイエバエ Helina reversio 2 1 1 1 1
イエバエ科 Muscidae 1 1 2 1 5 1 1 1 3 1 1 1 2 1 1 1 1 1 2 1 1 1

クロバエ ミヤマキンバエ Lucilia papuensis 1
エゾクロバエ Onesia hokkaidensis 1 1 1
ウズキイエバエモドキ Paradichosia pusilla 1 1

ニクバエ シリタカニクバエ Sarcophaga shiritakaensis 1

種　　　　　　　　　名
目　　名 科　　　名
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調査地⑩ 調査地⑪ 調査地⑫ 調査地⑬ 天然林1 天然林2 天然林3 天然林4
和　　　　　名 学　　　　　　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

種　　　　　　　　　名
目　　名 科　　　名

ハエ ヤドリバエ ヤドリバエ科 Lonchopteridae 1
－ ハエ目 DIPTERA 2 1 1 1 1 1 1 3 1 2 2 2 3 2 2 2 2 2 1 1 1 2 1 3 4 1 2 1 5 3 1 3 2 7 5 1 2

チョウ ジャノメチョウ クロヒカゲ Lethe diana diana 1 1 1 1 1 1
ヤマキマダラヒカゲ Neope niphonica niphonica 1

シャクガ シャクガ科 Geometridae 1
12 7 6 9 2 16 6 7 4 4 7 8 3 7 7 3 6 4 2 2 7 3 5 7 3 5 6 4 4 2 6 3 4 2 1 4 5 7 10 4 2 4 3 5 5 6 6 4 5 4 6 3 4 3 4 3 2 3 6 6 4 6 5 6 7 5 3 7 2 10 9 6 8 5 6 8 6 5 5 7
種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種 種

6目 41科 84種
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昆虫類目別出現状況

7月調査結果 調査地⑩ 調査地⑪ 調査地⑫ 調査地⑬ 天然林1 天然林2 天然林3 天然林4
No. 目名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 バッタ 1
2 ハサミムシ 1
3 チャタテムシ 1
4 カメムシ 1 1 1
5 コウチュウ 6 7 3 11 5 2 4 5 6 7 1 2 2 6 2 1 3 15 6 3 6 2 4 7 6 3 12 6 3 5 5 5 6 7 4 4 6 5 7 3 5 14 10 11 2 3 5 14 2 4 2 2 4 4 3 1 3 2 2 4 7 2 1 2 9 7 2 3 2 2 2
6 ハチ 1 2 3 3 8 14 6 5 11 3 4 1 1 2 1 2 3 5 2 2 1 3 3 9 4 3 1 7 2 3 3 1 4 3 1 1 4 4 1 1 4 1 2 1 1 3 1 2 1 4 5 1 2 3 4 3 1
7 ハエ 1 1 1 1 1 1 1 2 4 2 1 1 6 1

8月調査結果 調査地⑩ 調査地⑪ 調査地⑫ 調査地⑬ 天然林1 天然林2 天然林3 天然林4
No. 目名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 ハサミムシ 1 1
2 カメムシ 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 2 1 2 1 2
3 コウチュウ 8 10 2 13 3 5 4 5 4 2 13 9 2 3 5 1 7 7 3 5 1 4 1 3 4 1 1 9 1 2 2 2 3 9 5 1 5 1 7 5 12 8 6 7 13 1 3 2 3 2 2 4 4 1 3 3 1 5 2 1 3 8 5 2 5 6 11 5 2 3 1 3
4 ハチ 3 4 11 2 2 5 8 1 12 4 4 7 5 10 5 4 6 3 1 9 8 4 5 5 3 2 1 4 1 2 4 6 5 3 6 4 1 5 4 7 2 7 7 4 4 7 3 10 13 6 1 1 1 3 11 5 11 4 7 8 4 3 5 3 6 7 3 7 1 4 6 8 2 2 13
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4 ハチ 3 4 11 2 2 5 8 1 12 4 4 7 5 10 5 4 6 3 1 9 8 4 5 5 3 2 1 4 1 2 4 6 5 3 6 4 1 5 4 7 2 7 7 4 4 7 3 10 13 6 1 1 1 3 11 5 11 4 7 8 4 3 5 3 6 7 3 7 1 4 6 8 2 2 13
5 ハエ 10 1 3 1 13 3 3 1 5 2 1 1 1 2 3 7 2 1 1 1 3 1 2 3 3 6 5 2 2 2 2 1 1 1 4 2 3 6 1 3 10 8 4 4 6 5 14 5 2 7 7 9 10 1 2 7 9
6 チョウ 1 1 1 1 1 1 1 1

7･8月調査結果 調査地⑩ 調査地⑪ 調査地⑫ 調査地⑬ 天然林1 天然林2 天然林3 天然林4
No. 目名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 バッタ 1
2 ハサミムシ 1 1 1
3 チャタテムシ 1
4 カメムシ 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 2 1 2 1 2
5 コウチュウ 14 17 5 24 8 7 8 10 10 9 14 11 4 9 7 1 7 8 6 15 11 3 7 6 5 10 10 4 13 6 12 6 7 7 6 9 7 13 11 6 7 8 6 21 15 23 10 9 12 27 2 5 5 4 7 6 5 1 7 4 3 5 7 8 5 4 2 5 8 14 9 5 8 14 5 2 5 3 5
6 ハチ 4 2 7 14 10 16 11 5 19 4 16 4 5 8 7 10 5 5 2 6 6 1 14 10 6 6 8 6 11 5 7 1 3 11 8 8 6 7 8 4 6 5 11 6 7 8 4 5 11 4 12 14 6 1 1 2 6 11 6 13 4 7 9 8 8 6 3 8 10 7 7 4 4 6 8 2 3 13
7 ハエ 10 1 3 1 13 3 3 1 5 1 2 1 1 1 1 2 3 7 3 1 1 1 1 2 3 2 2 3 3 6 5 2 2 2 2 6 1 1 1 4 2 2 3 6 1 3 11 8 4 4 6 6 14 11 2 7 7 9 11 1 2 7 9
8 チョウ 1 1 1 1 1 1 1 1

7月調査における目別個体数
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昆虫類オサムシ科出現状況

7月調査結果 調査地⑩ 調査地⑪ 調査地⑫ 調査地⑬ 天然林1 天然林2 天然林3 天然林4
No. 目名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 セダカオサムシ 1
2 コブスジアカガネオサムシ 5 4 3 2 1 2 4 1 1 7 1 2 2 2 1 3
3 エゾアカガネオサムシ 2
4 エゾマイマイカブリ 1 1 1 1
5 ヒメクロオサムシ 1 2
6 キノカワゴミムシ 1
7 ウスモンコミズギワゴミムシ 1
8 エゾマルガタナガゴミムシ 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 2 3
9 コホソナガゴミムシ 1

10 コガシラナガゴミムシ 1 1 1 2 1 1 1
11 ツヤムネナガゴミムシ 1
12 アトマルナガゴミムシ 1 1 1
13 キンナガゴミムシ 1
14 オオキンナガゴミムシ 1
15 ツンベルグナガゴミムシ 3 1 2 2 1 1 1 1
16 アシミゾヒメヒラタゴミムシ 1 1 1
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16 アシミゾヒメヒラタゴミムシ 1 1 1
17 コクロツヤヒラタゴミムシ 1
18 チビカタキバゴミムシ 1

8月調査結果 調査地⑩ 調査地⑪ 調査地⑫ 調査地⑬ 天然林1 天然林2 天然林3 天然林4
No. 目名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 セダカオサムシ 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 2 1 3
2 コブスジアカガネオサムシ 1 1 1
3 オクエゾクロナガオサムシ 1 2 2 1 1 1 2 1 1 1 1
4 ヒメクロオサムシ 1 1 3 1 1 3 3 2 5 5 5 1 1 1 1 3 1 1
5 キノカワゴミムシ 1 1 1 1 1 1 1 1 1
6 ヒラタキイロチビゴミムシ 1
7 エゾマルガタナガゴミムシ 1 1 2
8 コガシラナガゴミムシ 2
9 アトマルナガゴミムシ 1 2 4 1 2 1 2 2 1 2 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1

10 キンナガゴミムシ 1 1 1
11 ツンベルグナガゴミムシ 1
12 コクロツヤヒラタゴミムシ 2 5 2 3 3 1 3 1 4 2 4 2 1 1 1 3 5 1 1 4 1 6 1 3 4 3 1 2
13 オオクロツヤヒラタゴミムシ 113 オオクロツヤヒラタゴミムシ 1
14 アイヌゴモクムシ 1
15 クビアカツヤゴモクムシ 1
16 チャバネホソアトキリゴミムシ 1 1

7･8月調査結果 調査地⑩ 調査地⑪ 調査地⑫ 調査地⑬ 天然林1 天然林2 天然林3 天然林4
No. 目名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 セダカオサムシ 1 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 2 1 3
2 コブスジアカガネオサムシ 1 6 4 3 3 1 2 4 1 1 7 1 2 2 2 1 3
3 エゾアカガネオサムシ 2
4 エゾマイマイカブリ 1 1 1 1
5 オクエゾクロナガオサムシ 1 2 2 1 1 1 2 1 1 1 1
6 ヒメクロオサムシ 1 1 3 1 1 3 4 2 7 5 5 1 1 1 1 3 1 1
7 キノカワゴミムシ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
8 ヒラタキイロチビゴミムシ 1
9 ウスモンコミズギワゴミムシ 1

10 エゾマルガタナガゴミムシ 1 1 1 1 2 1 1 1 1 2 1 2 3 2
11 コホソナガゴミムシ 1
12 コガシラナガゴミムシ 3 1 1 2 1 1 112 コガシラナガゴミムシ 3 1 1 2 1 1 1
13 ツヤムネナガゴミムシ 1
14 アトマルナガゴミムシ 1 2 4 1 2 1 2 2 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1
15 キンナガゴミムシ 1 1 1 1
16 オオキンナガゴミムシ 1
17 ツンベルグナガゴミムシ 3 1 2 1 2 1 1 1 1
18 アシミゾヒメヒラタゴミムシ 1 1 1
19 コクロツヤヒラタゴミムシ 3 5 2 3 3 1 3 1 4 2 4 2 1 1 1 3 5 1 1 4 1 6 1 3 4 3 1 2
20 オオクロツヤヒラタゴミムシ 1
21 アイヌゴモクムシ 1
22 クビアカツヤゴモクムシ 1
23 チビカタキバゴミムシ 1
24 チャバネホソアトキリゴミムシ 1 1
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7月調査におけるオサムシ科個体数

セダカオサムシ

コブスジアカガネオサムシ

エゾアカガネオサムシ

エゾマイマイカブリ

ヒメクロオサムシ

キノカワゴミムシ

ウスモンコミズギワゴミムシ

エゾマルガタナガゴミムシ

コホソナガゴミムシ

コガシラナガゴミムシ

ツヤムネナガゴミムシ

アトマルナガゴミムシ

キンナガゴミムシ

オオキンナガゴミムシ

ツンベルグナガゴミムシ

アシミゾヒメヒラタゴミムシ
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8月調査におけるオサムシ科個体数

セダカオサムシ

コブスジアカガネオサムシ

オクエゾクロナガオサムシ

ヒメクロオサムシ

キノカワゴミムシ
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アトマルナガゴミムシ

キンナガゴミムシ

ツンベルグナガゴミムシ

コクロツヤヒラタゴミムシ

オオクロツヤヒラタゴミムシ

アイヌゴモクムシ

クビアカツヤゴモクムシ

チャバネホソアトキリゴミムシ
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7月・8月調査におけるオサムシ科個体数

セダカオサムシ

コブスジアカガネオサムシ

エゾアカガネオサムシ

エゾマイマイカブリ

オクエゾクロナガオサムシ

ヒメクロオサムシ

キノカワゴミムシ

ヒラタキイロチビゴミムシ

ウスモンコミズギワゴミムシ

エゾマルガタナガゴミムシ

コホソナガゴミムシ

コガシラナガゴミムシ

ツヤムネナガゴミムシ

アトマルナガゴミムシ

キンナガゴミムシ

オオキンナガゴミムシ

ツンベルグナガゴミムシ
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